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1. コンフィグレーションについて

   GroundWork Monitor（以下 GWM）のコンフィグレーション（Configuration）は、GWM に監視を

行なわせるための構成設定を行うアプリケーションです。

　 この機能では主に Nagios のための構成情報を設定しますが、ステータス（Status）などでのグラフ

表示のための設定も行ないます。

　 コンフィグレーションには下記の１１のサブメニューがあります（メニュー表示の左から順）：

   

1） サービス

2） プロファイル

3） ホスト

4） コンタクト

5） エスカレーション

6） コマンド

7） 時間帯

8） グループ

9） コントロール

10) ツール

11) パフォーマンス

   　　

2. 監視対象と監視方法登録のための基礎

　GWM／Nagios は豊富な機能を持ちそれぞれの機能に細かな監視設定が可能であるため、その全体像

を理解して使いこなすことは必ずしも容易なことではありません。とりわけ GWM を使用せず 、

Nagios を単体で使用する場合、多数の設定ファイルの整合性を保ちながら編集する必要があり、分か

りにくく困難な作業となります。GWM のコンフィグレーション機能は、Nagios の監視設定を GUI を
用いて行ない易くするだけにとどまらず、必要最低限の設定をすることですぐに監視開始できるよう

になっており、設定誤りも起こしにくくなっています。

　しかし、やはり、監視設定の概念を理解しておくことが、システムの監視管理を正しく行なううえで大

切であることは間違えありません。この章では、監視登録のための基本的な概念と関連するサブメニュ

ー機能について説明します。

　

　１）監視のための最小限の設定

　監視実施する場合、最低限、どこ（where）の何（what）をどのように（how）監視するかについ

て指定する必要があります。

　これらの３つは、GWM/Nagios において、下記の名称で呼ばれます：

　　　　Where ： ホスト –　監視対象（IP アドレス付いているサーバやネットワーク機器など）

　　　　What ： サービス　–　監視する項目（Ping 応答や HTTP レスポンス、CPU 使用率など）

　　　　How ： コマンド　–　監視実行時に Nagios が起動する監視コマンド（プラグイン）
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　　　これらの関係を下図に示します：

　　　これらは、「ホスト」、「サービス」および「コマンド」のサブメニュー機能で登録します。

　　　ホスト情報には下記のものが含まれます：

　　　　・ホスト名：GWM/Nagios 内でユニークな名称

　　　　・エイリアス：そのホストを識別するための記述

　　　　・IP アドレス

　　　　・ホストの監視管理のための各種パラメータ：　障害時の通知先、監視時間等等

　　　サービス情報には下記のものが含まれます：

　　　　・サービス名：GWM/Nagios 内でユニークな名称

　　　　・監視実施コマンドと実行パラメータ

　　　　・監視管理のための各種パラメータ：　障害時の通知先、監視時間等等

　　　コマンド情報には下記のものが含まれます：

　　　　・コマンド名

　　　　・コマンドライン

・種別（監視チェック以外に、通知コマンドもここで登録します）

　２）監視による異常検出時の通報とエスカレーション

　　　監視を実施し何らかの異常状態を検出したら Nagios やステータス（Status）画面に表示されま

すが、常にシステム管理者が監視ツールの画面を見ている訳にも行きませんので、異常状態を通報

し修復のためのアクションを要求する必要がある場合があります。通知をする場合にどの相手に
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どのような方法で通知するかを登録する必要がありますが、そのための登録が下記の二つです。

　　　　・コンタクト：通知先となる人の名前や役割、メールなどのアドレスの登録。

　　　　　　　　　　（通知先をグループ化して、コンタクトグループを作ることができる）

　　　　・エスカレーション：コンタクト先に通知した後になんら対応がされない場合、

より上位の責任者に連絡するなどのエスカレーションパスを登録。

　　　これらの登録のために、「コンタクト」と「エスカレーション」のサブメニューを使用します。

　３）監視や通知/エスカレーション実施管理のための時間帯登録

　　　時間帯情報として一週間の曜日ごとに 0 時 0 分から 23 時 59 分までの時間帯を登録します。

　　　登録された時間帯は、監視実行や通知の有無、通知先判断などの基準として使用されます。

　　　登録は、「時間帯」サブメニューで行います。

　４）ホストとサービス登録の簡略化：プロファイル登録

　　　大規模なネットワークの場合、監視のためのホストやサービスの登録は複雑で難しい作業となり

ます。GWM では、監視設定登録の際、複数のサービスと詳細設定をまとめて「サービスプロファイ

ル」として登録したり、そのサービスプロファイルにホスト設定情報を含めて「ホストプロファイ

ル」を登録したりすることで、一々個別ホストにサービスを登録することなく一括でホスト登録を

することができます。

　　　ホストとサービスのプロファイルの登録と管理は、「プロファイル」サブメニューで行ないます。

　　　（ホスト登録の際、ついでにプロファイル作成をすることもできます。）

　　　プロファイルの例としては Oracle サーバを監視するのに適切な設定をまとめたプロファイルな

どがあります。（GroundWork Monitor Enterprise には多くの有用なプロファイルが事前登録さ

れ提供されています。）

　５）監視情報のデータベース登録と監視開始

上記の 1)から 4)で説明したホスト、サービス、コマンド、コンタクト、エスカレーションおよび、時

間帯をコンフィグレーションのサブメニュー機能を使って登録すると、GWM の monarchデータ

ベースに登録されます。monarchデータベースを使用することで、Nagios 監視設定に必要なさま

ざまな情報の整合性を保ちながら、柔軟にかつ効率的に設定登録/変更ができますが、ここに登録し

ただけでは Nagios によって監視実施はされません。

データベースに登録された情報に従って GWM/Nagios に監視を実施させるためには、データベー

スから Nagios の構成設定（config）ファイルに出力することが必要です。

この構成ファイル作成を行なうため、コントロール・サブメニュー内のコミットを行なう j 必要が

あります。（このサブメニュー内には、コミット以外にいくつかの機能がありますが、後ほど説明

します。）
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　６）その他のサブメニュー

コンフィグレーションのサブメニューとして、これまでに説明した以外に「グループ」、「ツール」お

よび「パフォーマンス」があります。

・グループ

大規模ネットワークの場合、複数の監視サーバで負荷分散して監視を実施することがあり

ますが、このグループ・サブメニューでは、登録した監視情報を配下の監視サーバ毎の

Nagios 監視情報として出力するように登録します。

　　　　・ツール

　　　　　　登録したホストやサービス情報をエクスポートしたり、一括して削除するための便利機能

です。

　　　　・パフォーマンス

　　　　　　Nagios の拡張情報および、ステータス（ステータス）機能で表示する性能グラフを作成す

るための RRDTool 設定を登録します。
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3. サブメニュー毎の操作

3.1. ホスト

　 GWM でコンフィグレーションメニューを選択するとデフォルト表示されるのが、ホスト

（Hosts）設定画面です。(下図)

       

　 このホスト設定画面で監視対象、つまりホストを登録します。必要となるサービスとコマンドおよ

びテンプレートがあらかじめ適切に登録されていれば監視を行なうにはここでホストを登録だけ

で十分であり、必要最低限のサービスおよびテンプレートも登録済みであることを考え合わせれば、

ホスト設定がデフォルト画面で使いやすいといえます。

　　 この章では、必要なあらかじめコマンドやサービスが登録されているという前提で、ホスト情報の

登録管理を行なう方法を説明します。

　3.1.1. ホスト設定画面の機能メニュー

　　　　ホスト（Hosts）設定画面は、左右のフレームに分かれており、左フレームに設定のための機能

選択が出来る下記のアイコンが表示されています。

1） ホスト作成ウィザード　：　新規にホストと登録する

2） ホスト複製　　　　　　：　既存のホスト登録情報を利用して新しいホストを登録する

3） ホスト検索　　　　　　：　ホスト登録情報操作等のため、ホストを検索する

4） ホスト　　　　　　　　：　アイコン開き、ホストグループ毎のホスト表示と登録情報、

各ホストのサービス表示と登録情報を表示し、操作する

5） ホストグループ　　　　：　ホストグループの新規追加、複製利用、設定変更を行なう

6） 親子関係　　　　　　　：　ホスト間のネットワーク接続（親子関係）を登録管理する

7） ホストテンプレート　　：　ホスト登録時に使用する各種パラメータのテンプレートを

　　　　　　　　　　　　　　　新規追加、複製利用、設定変更する。

8） ホスト依存関係　　　　：　ホスト間の依存を登録管理する

9） ホスト拡張情報　　　　：　ホスト拡張情報を登録管理する
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　3.1.2. ホスト作成ウィザード

　　　新規ホストを追加する場合に使用する機能メニューです。このメニューを使ったホスト登録につ

いて「GroundWork Monitor Community Edition V6.0 の使い方(基礎編)」の P25～P26 でも説明し

ていますのでそちらを参照してください。ここでは重複をさけ、基礎編で説明していない細かな設

定について説明します。

　　　１）「ホスト作成ウィザード」をクリックします。下記の画面に移ります。

　

ホスト名、エイリアス、IP アドレスを入力します。

あらかじめホストプロファイルを登録してあれば選択肢の中に表示されますので、使いたい

ホストプロファイルを選択して指定します。

　　　　GWMCE のデフォルト登録済ホストプロファイルは、host-profile-service-ping、host-profile-
snmp-network と host-profile-ssh-unix の３つのみですので、これらのプロファイルを使用

する必要がない場合は、空白のままでも良いです。

　　　　　ホストプロファイルについて詳しくは、プロファイルメニューについての説明の章を参照し

てください。

　　　２）「次へ>>」ボタンをクリックし、次のホスト設定 1 画面に移ります：

　　

　　　　　この画面ではホストテンプレートと親ホストの指定をします。

ホストテンプレートは、ホスト監視設定の共通的な項目をテンプレートとして登録したもの

です。デフォルトで generic-host が登録されており、これを指定して編集するだけで十分です

が、標準的な設定を変更したりする必要がある場合、3.1.8.の「ホストテンプレート」を参照し

てください。

親ホストとはネットワーク接続関係において、GWM サーバ側から見て登録するホストのひ
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とつ手前にあるネットワーク機器（ルータやスイッチ）のことです。親ホストに障害が発生

した場合、必然的にGWM からはその先にあるこのホストが見えなくなります。監視運用上、

ネットワークの構成を意識した監視設定は大切ですので、ここで指定します。該当するネット

ワーク機器が監視対象でない（監視できない種類の機器の）場合、あえて登録する必要はあ

りません。また、この情報は、親子関係の設定メニューでまとめて個別指定することができる

ので、ここでの指定は必須ではありません。

　　　３）「次へ>>」ボタンをクリックし、次のホスト設定２画面に移ります：

　　　　

　　　　この画面では、下記の情報を指定します。

・ホストグループ　：　

登録したホストをグルーピングすることで管理し易くします。

デフォルトで Linux Servers が登録され、localhost がメンバーとなっています。

管理の必要に応じてホストグループを作り、ホストをメンバー登録することができま

す。ここでは登録済のホストグループしか選択できません。ホストグループに所属しな

いホストを登録すると左フレーム内のホストグループ名が「未割当ホスト

（unassigned hosts）」のメンバーとして表示されます。　　　　　　　　　　　

・ホスト拡張情報　：　

登録済のホスト拡張情報をこのホストに指定する場合、選択リストから選びます。

ホスト拡張情報について詳しくは 3.1.10. のホスト拡張情報を参照して下さい。

・2 次元ステータスマップ座標：

　　Nagios ステータスマップ表示で、レイアウト方法：ユーザ定義とした場合に表示する

監視ネットワーク図上の座標軸を(x,y)形式で指定します。

・3 次元ステータスマップ座標：

　　Nagios の３ D マップ表示時のレイアウト指定です

（注：GWM では 3 次元ステータスマップの UI を提供していません。）
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・ホストエスカレーションツリー：

　　このホストで使用するホストエスカレーションツリーを指定します。

・サービスエスカレーションツリー：

　　このホストで使用するサービスエスカレーションツリーを指定します。

　　　４）「次へ>>」ボタンをクリックし、次のサービス選択画面に移ります：

　　　　　

　　　　　ここでは、サービスプロファイルを指定するか、個別にサービスを選択してこのホストに割り

当てるサービス（監視項目とパラメータ）を設定します。

　　　　　その操作を右フレームの下部で行ないますが、ここは、大きく 5 つのサブフレーム部に分かれ

ています。（下図参照）。

　　　　　　　　

a) 選択済みサービスプロファイル表示部

サービスプロファイルが選択された場合、ここに使用されるサービスプロファイルが表

示されます。サービスプロファイルを選択しない場合「選択されていません」の表示です。
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1)の操作でホストプロファイルが選択されている場合、そのホストプロファイル中でサ

ービスプロファイルを使用していることがあります。その場合、使用されているサービス

プロファイル名がここに表示されます。（その際、プロファイル削除操作をするためのボ

タンが右側に表示されます：b の図を参照ください。）

b) サービス表示/操作部

プロファイル指定や個別サービス指定で、このホストに割り当てられたサービスが表示

されます。複数のサービスを持つプロファイルを選択した場合、下図のように複数のサー

ビスが表示され、それらについて、そのまま使用するもの、設定の変更を認めるもの、使用

しない（除外）ものを指定するラジオボタンが表示されます。

c) サービスプロファイル選択部

選択ボックスの▼をクリックすると、選択可能なサービスプロファイルのリストが表示

されますので、適切なプロファイルを選んで「プロファイルの追加」ボタンをクリックす

るとサービスプロファイルが追加（a と b のフレームに表示）されます。

　　

d) 個別サービス選択部

選択ボックス内に表示されたサービスを選択（青の反転表示）し、「リストへの追加」ボ

タンをクリックすると、b のサービス表示が追加されます。

　　　　　　　

　　

e) 戻る/次へ/キャンセルのボタン部

この画面での処理が終わった場合、どれかのボタンをクリックして画面を移ります。
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　　　５）「次へ>>」ボタンをクリックすると、ホスト追加のメッセージ画面が表示されます。

　　　　

　ここで、「続ける」をクリックすれば終了です。

さらに追加で登録する場合は、次画面のホスト名などを編集して同様な処理を続けてくださ

い。（前の登録と同じ内容が表示されていますが、これは繰り返し入力を簡略化するために、

直前の入力を再表示しているだけです。）

「プロファイルとして保存」をクリックすると、これまでに設定したホストが追加登録され、

プロファイル登録画面が表示されます。

　　 

ここで、これまでに設定した内容を保存するホストプロファイルやサービスプロファイルの

名前を入力し、「保存」をクリックするとプロファイルとして保存され、次のホスト登録の際、

これまでの設定を再利用することができます。（ここでキャンセルをしても、ホスト追加登録

は有効です）
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　3.1.3. ホスト複製

既存のホスト登録情報を利用して新しいホストを登録する場合に使用する機能メニューです。

　　　　ホストサブメニューの左フレームの 2番目の「ホスト複製」をクリックすると、下図のホストの

複製画面が開きます。

　　　　　

　　　　ここで、左フレームの「ホスト名」、「エイリアス」、「アドレス」欄に入力し、「複製するホスト」選択

ボックスの▼をクリックしてホスト一覧から適切なものを選んで、「ホストの複製」ボタンをク

リックします。下記の「ホスト管理」画面が表示されます。

　　　　

　　　　　

必要な修正を行ない（詳しくは、ホスト管理画面操作を参照してください）、下部にある

「保存」ボタンをクリックします。

　　　　　下記のような画面が表示され、ホスト複製による新しいホスト追加が行なわれました。

　　　　　

　　　　　「閉じる」をクリックして、終了してください。
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　3.1.4. ホスト検索

　　　　ホスト登録情報操作等のためにホストを探す場合などに使用します。

　　　　ホストサブメニューの左フレーム 3番目の「ホスト検索」をクリックすると、ホスト検索画面が

開きます。入力ボックスにホスト名文字列やアドレスの数字の一部を入力すると、その文字（数

字）を含むホストが検索結果に表示されます。

　　　　　

　　　　検索結果の一覧内のホスト選んでクリックすると、そのホストの管理画面が開きます。（下図）

　　　　　

　　　　ここで、そのホストの情報を参照したり、必要な設定変更を行なうことができます。

　　　　（詳しくは、ホスト管理画面操作を参照してください）

　3.1.5. ホスト

　　　　「ホスト作成ウィザード」や「ホスト複製」機能メニューでホストを追加した後に、ホストの情報

を参照、管理するための機能を提供します。

1) ホストのナビゲーション操作

右フレームのホストは、下記のような階層構造になっています：

　

　

　　

　　この構造を使って、ホストグループ毎にホストおよび割り当てられたサービスを管理する

ことが出来ます。ホストグループに割り当てられていないホストは、未割当ホストの下に登録

されています。
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［ナビゲーション方法］

　　i)  最上位の「ホスト」か、その左にある「＋」アイコンをクリックすると、展開されて、ホス

トグループ名の一覧と「未割当ホスト」が表示されます。展開されると「＋」アイコンは、

「－」アイコンに変わります。「－」アイコンをクリックすると、展開されていたホスト

グループ一覧が閉じます。

          

　　ii) 表示されたホストグループ名や「未割当ホスト」（「＋」アイコン）をクリックすると、

そのホストグループメンバー（ホスト）一覧、あるいはホストグループに割り当てら

れていないホスト（未割当ホスト）の一覧が表示されます。i)と同様、展開されたホス

トグループ（や未割当ホスト）は「－」アイコンになり、再クリックすると閉じます。

　　iii) ホストグループ名  ホスト名と展開していくと、下図のようにホストの「詳細」と割

り当てられたサービス名一覧が表示されます。

        　    

　　　　　この詳細とサービス名をクリックすると、右フレームに下記の画面が表示されます。

　　　　　　・詳細　　　：　ホスト管理画面

　　　　　　・サービス名：　ホスト管理サービス画面
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2) ホスト管理画面の操作

ホスト  ホストグループ名  ホスト名  詳細 とクリックすると、右フレームに選択し

たホスト詳細設定を表示する「ホスト管理」画面が表示されます（下図）。

ホスト管理画面には、ホスト詳細（上図の画面）、プロファイル、親子関係、ホストグループ、エ

スカレーションツリーおよびサービスの６つのタブの画面があり、その画面でホストに関連す

る設定を行なうことが出来ます。　

　

a)　ホスト詳細

ホスト詳細は、ホスト新規追加時に最初に設定するホストバイタル情報（ホスト名、エイ

リアス、アドレス、ホストテンプレート）および、ホストテンプレート設定を参照して設定

される監視のための詳細なパラメータを表示します。

ホスト名を変更するには、「名前を変更」ボタンをクリックして、表示された画面（下図）

の「名前の変更」の入力ボックスに新しい名前を入力してください。
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「ホスト詳細」タブの画面の下部に表示された「テンプレートからの継承」情報は、ホストテ

ンプレートの情報を参照して設定されたものです。

ホストテンプレートの設定内容は、「ホストテンプレート」の項で詳しく説明します。

この個別ホストについてテンプレートと異なる設定に変更したい場合、下図の

　①　設定内容の左側のチェックボックスのチェックを外す。

　　　　（このチェックボックスは「テンプレート継承」をするかどうかを指定します）

2 設定内容の右側のチェックや入力/選択ボックスに設定したい内容を入力する。

　　　　　　　と、操作してください。（①のチェック外しを忘れると設定は変えられません）

「継承を設定」ボタン（上図の③）を押しますと、すべての設定が指定されたテンプレート

の設定および値に合わされます。

b)　プロファイル

ホスト管理画面で「プロファイル」タブをクリックすると、そのホストが使用するプロファ

イル設定画面が表示されます。（下図）
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この画面で、ホストに対するホストプロファイルやサービスプロファイルを提供すること

ができます。ホストプロファイルを指定するには、選択ボックスの▼をクリックして表示さ

れた登録済みホストプロファイルをクリックして選びます。

サービスプロファイルは複数の適用が可能です。追加するには、右側のボックスに表示され

ているプロファイルをクリックして青色反転表示させ、「<<追加」ボタンをクリックします。

削除するには左側ボックスのプロファイルをクリック（青色反転表示）して

「削除>>」ボタンをクリックします。

適用するプロファイルに含まれるサービスの名前がサービス欄に表示されます。

最下部のサービスアクションの指定は、この画面で指定したプロファイル適用をする際に、

前から登録されていたサービス登録を残す（既存のサービスとマージする）か、残さない

（既存のサービスと置き換える）を指定します。

この画面での設定が終了したら、「適用」ボタンをクリックします。（適用しないとここで操

作した情報は、反映されません）

c) 親子関係

ホスト管理画面で「親子関係」タブをクリックすると、そのホストの親ホストを設定する画

面が表示されます。（下図）

　　

親子関係設定について詳しくは、3.1.7.「親子関係」を参照してください。

親ホストを登録するには、右側のボックスのホスト名を選択（反転表示）し、「<<追加」ボ

タンをクリックしてください。親ホストを削除するには、左側ボックスのホスト名を選択

して「削除>>」ボタンをクリックします。

変更内容を有効にするため「保存」ボタンをクリックしてください。

d) ホストグループ

ホスト管理画面で「ホストグループ」タブをクリックすると、そのホストの所属するホス

トグループ登録する画面が表示されます。（下図）
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　　　右側の選択ボックスに登録されているホストグループが表示され、左側にこのホストが

所属するホストグループが表示されます。所属するホストグループを登録するには、右側

の選択ボックスのホストを選択（反転表示）し、「<<追加」ボタンをクリックしてくださ

い。ホストグループを削除するには、左側ボックスのホスト名を選択して「削除>>」ボタン

をクリックします。

　　ここで変更した内容を有効にするには、必ず、「保存」ボタンをクリックしてください。

　　ホストグループについて詳しくは、「ホストグループ」を参照してください。

d) エスカレーションツリー

ホスト管理画面で「エスカレーションツリー」タブをクリックすると、ホストへエスカレ

ーションツリー登録する画面が表示されます。（下図）

　　　ここでは、事前に登録されたホストエスカレーションツリーとサービスエスカレーショ

ンツリーをこのホストへ適用する設定を行ないます。

　　それぞれのエスカレーションツリーの選択ボックスの▼をクリックし、表示されるエスカ

レーションツリーを選択して下さい。

　　選択入力を終了し、設定を有効にしたい場合、「保存」ボタンをクリックしてください。

　　　エスカレーションツリーについて詳しくは、「エスカレーションツリー」を参照してくだ

さい。

e) サービス

ホスト管理画面で「サービス」タブをクリックすると、ホストのサービス登録画面が表示され

ます。（下図）
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ここではホストへのサービス追加設定を行ないます。サービスを追加するには、選択ボック

スに一覧表示されているサービスを選択（反転表示）させ、「サービス追加」ボタンをクリッ

クしてください。追加されたサービスはサービス名欄に表示されます（下図）。

　　　　　　

　　　　　　

追加されたサービスは、サービス名欄に「<サービス名>・ details」の形式（上図①）で表

示されます（上図）。この表示は「サービス詳細」画面（下図）へのリンクになっており、そ

の画面から、このホストのサービス設定を確認/編集することができます。

ホストからサービスを削除するには、上図②で示した「× サービス割り当ての削除」を

クリックしてください。
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　サービス詳細画面では、下記 3)項で説明するサービス名を選択した際に表示される画面と

同様な設定登録が行なえます。（詳しくは、3) ホスト管理-サービス画面の操作を参照して下

さい。）
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3) ホスト管理-サービス画面の操作

ホスト  ホストグループ名  ホスト名  サービス名 とクリックすると、右フレームに

選択したホストのサービスについての詳細設定を表示し、設定管理する「ホスト管理サービス」

画面が表示されます。（下図）。　ホスト管理サービス画面には、サービス詳細、サービスチェ

ックおよびサービス依存の３つのタブの画面があり、その画面でホストに割り当てられたサー

ビスに関連する設定を行なうことが出来ます。

a)　サービス詳細

サービス詳細はサービス名とサービステンプレート、そして、そのサービステンプレート

を参照して設定されている監視のための詳細なパラメータを表示します。

この画面で設定を編集すると、このホストに割り当てられたサービスの設定を変更するこ

とができます。（同サービスを使用している他のホストには影響しません。）

　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　 「サービス詳細」タブ画面の「テンプレートからの継承」以下の情報は、元のサービスが参照

しているサービステンプレートの情報から設定されたものです。サービステンプレート

の設定内容について詳しくは「サービステンプレート」の項で詳しく説明しますので、そ

ちらを参照してください。
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このホストのサービスについてテンプレートと異なる設定に変更したい場合、下図の

　① 設定内容の左側のチェックボックスのチェックを外す。

　　　（このチェックボックスは「テンプレート継承」をするかどうかを指定します）

2 設定内容の右側のチェックや入力/選択ボックスに設定したい内容を入力する。

　　　　　　　と、操作してください。（①のチェック外しを忘れると設定は変えられません）

「継承を設定」ボタン（上図の③）を押しますと、すべての設定が指定されたテンプレート

の設定および値に合わされます。

b) サービスチェック

サービスチェックはサービスを実施するチェックコマンドの設定を表示します。この画面

で設定を編集すると、このホストに割り当てられたサービスのチェックコマンド設定を変

更することができます。（同サービスを使用している他のホストには影響しません。）

　　　　　　　　

　　　　　　　ここでの変更は、コマンドラインで指定する引数 (ARG)の値（警告(Warning)や異常
(Critical)閾値など）の設定と複数インスタンスの登録設定です。チェックコマンドの選

択ボックスがあり変更することも可能になっていますが、ここでチェックコマンド変更

を行なう非常に分かり難くなりますので、決して変更しないでください。

　　　　　　　コマンドラインの編集については、「サービス追加」の説明を参照してください。

　　　　　　　複数インスタンスの登録は、ネットワーク機器（例：スイッチ）のように複数のインタ

フェースを持っているシステムを監視する際に、インタフェース番号毎にサービスを作
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るのではなく、snmp_if_1、snmp_if_2…という風にサフィックスを付け、それがコマンド

ラインの引数となるような形式でサービス定義を行なっうようにする指定です。

c) サービス依存

サービス依存は、このホストのサービスが他ホストのサービスに依存することを宣言する

情報です。この画面で、その宣言を登録、表示します。　　　　

　　　　　　　　

　　　　　サービス依存性情報を追加するには、「依存性」の選択ボックスの▼をクリックし表示された

依存性（サービス登録メニューで登録済のもの）を選択します。その後、選択可能なマスター

サービスホストが選択できるようになりますのでクリックして選択し、「依存性の追加」ボタ

ンをクリックして追加します。

　　　　　追加された依存性は一覧エリアに表示されます。このホストのサービスに依存性が定義され

ていない場合は、一覧エリアには「定義された依存性がありません」が表示されます。

　　　　　一覧エリアに表示されたサービス依存関係の設定を削除するには、表示された依存性の右の

「サービス依存性割り当てを削除」をクリックしてください。

　　　　　サービス依存について詳しくは「サービス依存関係」の項を参照してください。

　3.1.6. ホストグループ

　　　ホストグループの新規追加、複製利用、設定変更を行なう機能メニューです。

ホストグループは、監視対象であるホストをグルーピングしたものであり、グルーピングの仕方も

任意です。たとえば、OS 種別グループや稼動させているアプリケーション（Web や DBMS等）あ

るいは、ホストの設置場所（Toukyo、NewYork等）などがグルーピングで使われるでしょう。管理

に都合の良い方法でグルーピングしてください。

（なお、ホストを複数のグループに所属させることも可能ですが、運用誤りを誘発する可能性が高

いので、そのようなやり方はお勧めしません。）

ホストメニュー画面左フレームのホストグループ機能メニューは、階層構造になっています。

「ホストグループ」や左側の「＋」アイコンをクリックするとアイコンが「－」に変わり、その下部構

造として「新規追加」、「複製」、「変更」のサブメニューが展開されます。展開されたサブメニューは

「－」アイコンをクリックすることで閉じます：
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「新規追加」を選択するとホストグループ設定画面が開きます（この章の 1）項で説明します）。

「複製」と「変更」をクリックすると登録済のホストグループが展開され、「＋」から変わった「－」ア

イコンをクリックすると閉じます：

　

1） 新規追加

「新規追加」機能メニューをクリックすると、右フレームに「ホストグループ設定」画面が表示

されます。

Ⓒ株式会社プレセンチア　　　　　　　　　　　　　　　　 26



GWMCE の使い方（応用編：コンフィグレーション） 
 

ここで「ホストグループ名」、「エイリアス」を入力し、「追加」ボタンをクリックするとホスト

グループが登録され、下図のような「設定通知」画面でホストグループが追加された旨が表示

されます。

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

ホストグループ設定画面では、ホストグループ名とエイリアス以外に、グループのメンバー

の登録、コンタクトグループの割り当て、ホストエスカレーションツリーとサービスエスカ

レーションツリー割り当てができます。  

ここで割り当てられた、コンタクトグループ、ホストエスカレーションツリーおよびサービ

スエスカレーションツリーは、このグループのメンバーとして登録されたホストすべてに対

して共通の設定となります。

メンバー登録は、各ホスト登録や変更時に行なうこともできますし、ホスト登録後一括して

ここで行なうことも可能です。

2） 複製

複製機能メニューを展開した後、展開表示されたホストグループをクリックすると、右フレ

ームに「ホストグループ設定」画面が表示され、その画面中に選択したホストグループの設定

内容が表示されます。
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ホストグループが空白となっていますので、そこに追加するホストグループ名を入力して他

の欄に必要な変更を施して「追加」ボタンをクリックすると、ホストグループが登録され、下

図のような「設定通知」画面でホストグループが追加された旨が表示されます。　　

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

3） 変更

変更機能メニューを展開した後、展開表示されたホストグループをクリックすると、右フレ

ームに「ホストグループ設定」画面が表示され、その画面中に選択したホストグループの設定

内容が表示されます。

この画面では、登録されているホストグループ情報の変更、ホストグループ名の変更と登録情

報の削除ができます。

ホストグループ名以外の変更は直接入力/変更できるようになっていますので、必要な変更を

施して、「保存」ボタンをクリックします。すると、下記のような「更新しました」画面が表示さ

れます。
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　　　　　ホストグループ名を変更するには「名前を変更」ボタンをクリックすると、下図のような画面

が表示されますので、ホストグループ名を入力して「名前を変更」をクリックします。

　　　　　

下図のように名前変更を実施した旨の表示がされます。

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

　　　　　ホストグループを削除するには「削除」ボタンをクリックし表示された「削除の確認」画面で

「はい」をクリックします。（下図）

下図のように削除した旨の表示がされます。

　　　　　　　　　　

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

　3.1.7. 親子関係

親子関係の新規追加、設定変更を行なう機能メニューです。

親子関係は、監視対象でホストのネットワーク上の位置関係を定義したものです。ここで言う、親

ホストとは、GWM サーバから見たネットワーク接続で、子ホストの直ぐ手前に存在するネットワ

ーク機器（ルータやスイッチなど）を示します。親ホストがダウンした場合、GWM サーバと子ホ

ストと通信が出来なくなりますが、このGWM と子ホスト間の通信途絶は必ずしも子ホストの異

常(障害)を意味しません。

GWM/Nagios では不要なアラートを削減するためにネットワークの親子関係に起因すると判断

できるアラートを抑止するために、この親子関係を定義することができます。

ホストメニュー画面左フレームの「親子関係」機能メニューは、階層構造になっています。
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「親子関係」やその左側の「＋」アイコンをクリックするとアイコンが「－」に変わり、その下部構造

として「新規追加」と「変更」のサブメニューが展開されます。展開されたメニューは「－」アイコン

をクリックすることで閉じます。「親子関係」を展開し、さらに「変更」サブメニューをクリックす

ると、登録されている親子関係の一覧がメニューとして表示されます：

　　　

　　　

　　　

1） 新規追加

「新規追加」機能メニューをクリックすると、右フレームに「親子関係」の登録画面が表示され

ます。

親子関係の登録には、「親ホスト」を選択ボックスの▼をクリックして選択し、子ホストをリ

ストの中から選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリックします。（子ホストは、複数

選択可能です）

選択入力が終了したら「保存」をクリックして、入力した親子関係を DB に登録します。

下記の保存メッセージが表示されます：

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

2） 変更

「変更」機能メニューをクリックし表示された登録済の親子関係名をクリックすると下記の

親子関係変更画面が表示され、登録情報が選択ボックスに表示されます：
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表示されている情報を変更し「保存」ボタンをクリックすることで、登録情報を変更します。

あるいは、「削除」ボタンをクリックすることで登録情報を削除することができます。

変更して「保存」ボタンをクリックした場合は、新規追加と同様なメッセージ表示があります。

「削除」ボタンをクリックすると、下記のような「削除の確認」画面が表示されますので、「は

い」をクリックしてください。

登録情報は削除され、下記の削除実施メッセージが表示されます：

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

　3.1.7. ホストテンプレート

ホストテンプレートの新規追加、複製、設定変更を行なう機能メニューで、その機能メニューは

階層構造になっています。

「ホストテンプレート」やその左側の「＋」アイコンをクリックするとアイコンが「－」に変わり、

その下部構造として「新規追加」、「複製」と「変更」のサブメニューが展開されます。展開されたメ

ニューは「－」アイコンをクリックすることで閉じます。「ホストテンプレート」展開中に「複製」

と「変更」サブメニューや「＋」アイコンをクリックすると、登録されているホストテンプレート

の一覧がメニューとして表示されます：
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ホストテンプレートは、ホスト登録時の重複設定項目を大幅に削減し、登録を効率良くするため

に使用します。ホストテンプレートとして登録される内容はホスト監視のための各種パラメー

タで、ホスト設定の内の共通的な項目です。

設定項目の詳細については、GWM のオンラインマニュアル：Bookshelf に詳しく説明されてい

ますので、そちらを参照してください。

1） 新規追加

ホストテンプレートの「新規追加」サブメニューをクリックすると、右フレームに「ホストテ

ンプレート設定」画面が表示されます。

入力項目のうち、ホストテンプレート名、最大チェック試行回数、通知間隔、通知時間帯、通知

オプションおよびコンタクトグループが必須入力項目です。

ここで登録データを入力し「追加」ボタンをクリックすると、下記の書き込みメッセージが表

示されます。必須入力項目を設定してない場合、エラーメッセージが表示されますので、

入力を見直して「追加」ボタンを再度クリックしてください。

Ⓒ株式会社プレセンチア　　　　　　　　　　　　　　　　 32



GWMCE の使い方（応用編：コンフィグレーション） 
 

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

2） 複製

ホストテンプレートの「複製」機能メニューをクリックし、表示されたホストテンプレート名

をクリックすると、下図の「ホストテンプレート設定」画面が開きます。

この画面では選択したホストテンプレートで設定されていた内容が表示され、ホストテンプ

レート名が空欄になっています（下図）：

ホストテンプレート名を入力して必要な設定の変更を行ない、「追加」ボタンをクリックする

と新規追加と同様なメッセージ画面が表示されます。

3） 変更

ホストテンプレートの「変更」機能メニューをクリックし、表示されたホストテンプレート名

をクリックすると、下図の「ホストテンプレート設定」画面が開きます。
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必要な設定の変更を行ない、「保存」ボタンをクリックすると新規追加と同様なメッセージ画

面が表示されます。

ホストテンプレート名を変更したい場合、「名前の変更」ボタンをクリックすると下記の「ホ

ストテンプレート名変更」画面が表示されます。

変更するホストテンプレート名を入力し、「名前の変更」ボタンをクリックすると、下記のよ

うなメッセージ画面が表示されます。

ホストテンプレートを削除したい場合は、ホストテンプレート設定画面の「削除」ボタンをク

リックします。下記のような「削除の確認」画面が表示されます

「はい」ボタンをクリックすると下記のような、削除実施メッセージが表示されます。

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。
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　3.1.9. ホスト依存関係

ホスト依存関係の新規追加と設定変更を行なう機能メニューです。

「ホスト依存関係」や左側の「＋」アイコンをクリックするとアイコンが「－」に変わり、その下部

構造として「新規追加」と「変更」サブメニューが展開されます。展開されたメニューは「－」アイ

コンをクリックすることで閉じます。「ホスト依存関係」展開中に「変更」サブメニューやその

「＋」アイコンをクリックすると、登録されているホスト依存関係の一覧がメニューとして表示

されます：

「ホスト依存関係」は、3.1.7.「親子関係」で説明した監視制御機構と類似した仕組みです。

親子関係では、親ホストが監視対象（子）ホストと GWM サーバ間に存在する位置関係で、親ホ

ストの異常検出時に子ホストの異常を抑止するものでした。ホスト依存関係はネットワーク接

続とは関係なく、監視対象ホスト（依存ホスト）と「マスターホスト」との機能的な依存関連を

登録し、それに基づいて監視と監視結果に基づくアクションを行なうものです。つまり、登録さ

れたマスターホストの状態に基づいて、依存ホストの監視や通知を行ないます。

たとえば、DB サーバと DB に依存するアプリケーションサーバの関係であれば、DB サーバに

異常が発生した場合、アプリケーションサーバも機能しなくなるでしょう。このとき、不要なア

プリケーションサーバからのアラートを抑止したり、無駄な監視アクションを停止することで

問題の対処がより容易になることが考えられます。このような場合に、ホスト依存性/関係の登

録を行ないます。

1） 新規追加

ホスト依存関係の「新規追加」サブメニューをクリックすると、右フレームに「ホスト依存性

設定」画面が表示されます。
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依存ホスト、マスターホストの選択ボックスの▼をクリックして表示されたホストから適切

なホスト名を選びます。そして、依存関係継承をするか否かや実行中止／通知中止の基準を

設定し「追加」ボタンをクリックすると下記の追加メッセージが表示されます。

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

2） 変更

ホスト依存関係の「変更」サブメニューをクリックして表示された登録済の依存関係をクリ

ックすると、右フレームに「ホスト依存性設定」画面が表示され、クリックした依存関係の設

定情報が表示されます。

変更する依存関係について編集し「保存」ボタンをクリックすると、「追加」と同様なメッセー

ジが表示されます。

ホスト依存関係の登録を削除するには「削除」ボタンをクリックします。「削除の確認」メッセ

ージが表示されます。
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「はい」ボタンをクリックしますと、下記の削除実施メッセージが表示されます。

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

　3.1.10. ホスト拡張情報

ホスト拡張情報の新規追加、複製と設定変更を行なう機能メニューです。

「ホスト拡張情報」や左側の「＋」アイコンをクリックするとアイコンが「－」に変わり、その下部

構造として「新規追加」「複製」および「変更」のサブメニューが展開されます。展開されたメニュ

ーは「－」アイコンをクリックすることで閉じます。「ホスト拡張情報」展開中に複製」や「変更」サ

ブメニューや「＋」アイコンをクリックすると、登録されているホスト拡張情報の一覧がメニュ

ーとして表示されます：

　　　　　

ホスト拡張情報は、Nagios 画面のおけるホストの追加情報やステータスマップ中のグラフィッ

ク表示を登録設定するもので、ホスト種別毎（たとえば、ハードウェア、OS や稼動するアプリケ

ーションなど）に登録して、ホストの登録時に割り当てると Nagios 画面表示時に見やすくする

ことができます。

1） 新規追加

ホスト拡張情報の「新規追加」サブメニューをクリックすると、右フレームに「ホスト拡張情報

テンプレート設定」画面が表示されます。
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ホスト拡張情報テンプレート設定画面では、ホスト拡張情報テンプレート名および Nagios の
ホスト情報表示にかかわる各種の情報を入力します。 ホスト拡張情報について詳しくは

Bookshelf や Nagios の書籍等を参照してください。ただ、それらの情報では分かり難いため、

プレセンチアの提供する TIPS 集で分かり易く説明しています。そちらを参照ください。

各種の情報を入力が終了し「追加」ボタンをクリックすると、下記の設定追加メッセージが表示

されます。

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

2） 複製

ホスト拡張情報の「複製」サブメニューを展開して表示されたホスト拡張情報テンプレート名

をクリックすると、右フレームに下図のように、テンプレート名のみが空白で、他の欄に選択し

たホスト拡張テンプレートの設定内容が入力された形式の「ホスト拡張情報テンプレート設

定」画面が表示されます。

テンプレート名を入力し、他の欄に必要な修正をして「追加」ボタンをクリックすると、1)の新
規追加と同様な追加設定追加メッセージが表示されますので、「続ける」ボタンをクリックし、

次の処理に移ります。
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3） 変更

ホスト拡張情報の「変更」サブメニューを展開して表示されたホスト拡張情報テンプレート名

をクリックすると、選択したホスト拡張情報テンプレートについての設定画面が表示されます。

この画面では、テンプレート名は編集できず、他の設定のみを編集することができます。

必要な編集を行なって「保存」ボタンをクリックすると更新情報の保存メッセージが表示され

ます：

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

名称を変更したい場合、「名前変更」ボタンをクリックすると下記の名称変更画面が表示されま

す。

新しい名前を入力して「名前変更」ボタンをクリックすると名前変更実施メッセージが表示さ

れます。

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

ホスト拡張情報テンプレートを削除したい場合、「削除」ボタンをクリックすると削除の確認画

面が表示されます。

「はい」ボタンをクリックすると下図の削除実施メッセージが表示されます。
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「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

3.2. サービス

コンフィグレーションのサブメニュー「サービス」をクリックすると、サービス（Services）設定画

面が開きます。(下図)

      　　 

サービスとは、GWM／Nagios においては、監視対象についての監視内容つまり監視項目と監視パ

ラメータのことです。TCP サービスや Web サービス、アプリケーションサービス等、さまざまな「サ

ービス」と呼ばれるものがありますが、GWM／Nagios の世界においては特に説明がない限り「監視

項目」のことであると解釈して置いてください。

サービス設定画面で監視対象についての監視内容（監視項目と監視パラメータ）サービスを登録

します。

　3.2.1. サービス設定画面の機能メニュー

　　　　サービス（Services）設定画面は左右のフレームに分かれており、左フレームに設定のための

機能選択ができる下記のアイコンが表示されています。

1） サービス追加　　　　：　新規にサービスを登録する

2） サービス複製　　　　：　既存のサービス情報を利用して新しいサービスを登録する

3） サービス検索　　　　：　サービス登録情報操作等のため、サービスを検索する

4） サービス　　　　　　：　サービス一覧を表示し、その登録情報を表示操作する

5） サービスグループ　　：　サービスグループの追加、変更を行なう

6） サービステンプレート：　サービス登録の各種パラメータのテンプレートを登録する

7） サービス依存関係　　：　サービス間の依存関係を登録する。

8） サービス拡張情報　　：　サービス拡張情報を登録管理する
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　3.2.2. サービス追加

新規にサービスを追加する場合に使用する機能メニューです。「サービス追加」機能メニューをクリ

ックすると下記の「新規サービス」画面が表示されます。

「サービス名」を入力し、「サービステンプレート」の▼をクリックしてサービステンプレートを選択

します。（デフォルトでは、generic-service のみが表示されます。サービステンプレートについて詳

しくは、3.2.7. 「サービステンプレート」を参照してください。）

「追加」ボタンをクリックすると、下図のサービス管理画面が表示されます。

この画面でサービスの設定が実施し（詳しくは 3.2.5.「サービス」で説明します）「保存」ボタンを

クリックすると、下記の保存実施メッセージが表示されます。

（この画面の「サービスチェック」タブでコマンドを登録することが必要です。実施する場合は 、

3.2.5.「サービス」を参照して下さい）
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　3.2.3. サービス複製

既存のサービスの登録情報を利用してサービスを追加する場合に使用する機能メニューです。

「サービス複製」機能メニューをクリックすると下記の「サービスの複製」画面が表示されます

「サービスの選択」ボックスの▼をクリックして表示されるサービスのリストから複製したいサー

ビス名を選択し、「次へ>>」ボタンをクリックします。下図の画面に移ります

「サービス名」の欄には、選択したサービス名の後に「-copy」と付いた名称が書き込まれていますの

で、それを適切な名称に変更します。

「プロファイルへの適用」チェックボックスは、複製元のサービスが登録されているサービスプロフ

ァイルに同様に追加登録するかどうかの選択をします。（チェックすると自動的にプロファイルに

追加されます）。

入力が終わり、「次へ>>」をクリックすると、「サービス追加」と同様なサービス管理画面が表示され

ます。

この画面でサービス設定を確認し、必要な編集などをすることができます。また、タブとして「サー

ビス詳細」以外に、サービスチェック、サービス依存関係、サービスプロファイルおよびホストの適

用のタブがあり、それぞれの画面で設定を行ないます。それらの操作について詳しくは、3.2.5.「サー

ビス」で説明します。

　　　必要な編集をして「保存」ボタンをクリックします。

　

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。
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　3.2.4. サービス検索

サービス情報を参照したり、編集したりするため、サービスを検索する機能メニューです。

「サービス検索」機能メニューをクリックすると下図の「サービス検索」画面が表示されます。

　

入力ボックスに表示させたいサービスの名称の文字列の一部を入力すると、検索結果欄にその文字

列を含むサービス名の一覧が表示されます。

検索結果のサービス名をクリックすると、「サービス追加」と同様なサービス管理画面が表示されま

す。

この画面でサービス設定を確認し、必要な編集などをすることができます。「サービス詳細」タブ以

外に、サービスチェック、サービス依存関係、サービスプロファイルおよびホストの適用のタブがあ

り、それぞれの画面で設定を行ないます。それらの操作について詳しくは、3.2.5.「サービス」で説明

します。
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　3.2.5. サービス

「サービス追加」や「サービス複製」機能メニューで追加されたサービス情報を参照、管理するため

の機能メニューです。

右フレームの「サービス」か「+」アイコンをクリックすると、アイコンが「－」に変わり、下に登録済

のサービス名一覧が展開表示されます。「－」アイコンをクリックすると閉じます。

展開されたサービス名一覧中のサービスをクリックするとサービス管理画面が開きます：

（これは「サービス追加」、「サービス複製」メニューで開いたサービス管理画面と同じ画面です）

　　　　　

サービス管理画面には以下のタブがあり、それぞれ異なる画面で操作を行ないます。

• サービス詳細　　　　：サービス名変更やテンプレート情報登録や変更の実施する

• サービスチェック　　：サービス実行時に起動するコマンドとオプションを設定する

• サービス依存関係　　：サービスの依存関係と登録する

• サービスプロファイル：サービスプロファイルへのこのサービス追加や削除を実施

• ホストの適用　　　　：サービスが割り当てられているホストへ変更を反映する
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1） サービス詳細

サービス管理のデフォルトは「サービス詳細」タブ画面で、サービス設定の詳細を確認し、変更

することができます。

この画面では、使用するサービステンプレートの指定とサービステンプレートから継承した詳

細再設定の変更を実施します。

画面の中央部に表示された「テンプレートからの継承」情報は、サービステンプレートの情報を

参照して設定されたものです。サービステンプレートの設定内容は、「サービステンプレート」

の項で詳しく説明します。

このサービスにおいて指定したテンプレートと異なる設定に変更したい場合、下図の

　① 設定内容の左側のチェックボックスのチェックを外す。

　　　　（このチェックボックスは「テンプレート継承」をするかどうかを指定します）

2 設定内容の右側のチェックや入力/選択ボックスに設定したい内容を入力する。

　　　　　と、操作してください。（①のチェック外しを忘れると設定は変えられません）

「継承を設定」ボタン（上図の③）を押しますと、すべての設定が指定されたテンプレートの設

定および値に合わされます。

サービス詳細画面の下部には、「保存」、「削除」、「名前を変更」および「閉じる」のボタンがありま

す、以下にそれぞれのボタンをクリックしてからの手順を説明します。

[保存]
必要な修正が終わったら、画面最下部の「保存」ボタンをクリックすると保存実施メッセージ

が表示されます。

「閉じる」ボタンをクリックして、画面を閉じます。

[削除]
「削除」ボタンをクリックすると、下記の削除の確認画面が表示されます。
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「はい」をクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。

「続ける」をクリックして、次の操作を続けます。

[名前を変更]
「名前を変更」ボタンをクリックすると、サービス名変更画面になります。

「変更名」欄に新しい名前を入力し「名前を変更」ボタンをクリックすると、サービス詳細画面

に戻ります。（サービス名が変更されています）

[閉じる]
「閉じる」ボタンをクリックすると保存しないでサービス管理画面を終了します。

2） サービスチェック

「サービスチェック」タブをクリックすると「サービスチェック」画面が開き、コマンドの登録や

編集を行なうことができます。

この画面では、使用するサービステンプレートの指定とサービステンプレートから継承した詳

細設定の変更を実施します。

「サービス詳細」画面で指定したサービステンプレートにサービスチェックが登録されている

場合、「テンプレートからチェックを継承」チェックボックスをチェックするとテンプレートで

設定したチェックコマンドとコマンドラインが表示され登録されます。

テンプレートからのチェックを継承しない、あるいはテンプレートにサービスチェックを登録

していない場合は、この画面でチェックコマンドを登録します。

まず、「チェックコマンド」選択ボックスの▼をクリックし、表示されるサービスのリストから
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適切なサービスを選択します。すると、コマンド定義と使用法欄にコマンドラインとコマンド

ライン形式が表示されますので、必要ならばコマンドラインを編集します：

上図の例では、チェックコマンドとして check_http を指定し、その使用法として、

check_http!ARG1!ARG2
と表示されています。この ARG1 と ARG2 はコマンドラインで設定するべき引数です。

「コマンドライン」入力ボックス内の「ARG1」と「ARG2」の文字列を編集してください。

　例：　check_http!3!5
　　　　　HTTP ポートの応答時間 3秒を Warning、5秒を Critical の閾値とする

ここで指定するべき引数は「コマンド」機能（3.7.章を参照）でコマンド登録した際に指定さ

れた定義です。

デフォルト登録されているコマンドについては、BookShelf の「GroundWork プロファイル」

の中で該当するコマンドを探すが、検索することで調べることができます。

（たとえば、check_http は、GroundWork プロファイル   リモートサービスプロファイル

　Service HTTP の tcp_http_port サービスのコマンドラインで参照することができます）

デフォルトで登録されていないコマンド、つまりカスタムコマンドの場合、事前にコマンド登

録をしてあるはずですので、その際の指定に合わせて設定してください。

チェックコマンド指定とコマンドライン編集が終わったら、サービスチェックのテストを行な

うことができます。テスト実施には、テスト欄のホスト入力のボックスチェックを行なうホス

トを指定し、「テスト」ボタンをクリックします。

テストの右欄に、実行コマンド、テスト結果（チェックコマンドの応答文字列とリターンコー

ド）が表示されます。（localhost に対する実施例）

　

　設定とテストが終わったら、「保存」のボタンをクリックして設定データを保存します。

　下図の保存メッセージが表示されます。「閉じる」をクリックして
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　　「閉じる」をクリックして次の操作に移ります。

3） サービス依存関係

「サービス依存関係」タブをクリックすると「サービス依存関係」画面が開き、登録されているサ

ービス依存関係をこのサービスに追加することができます。

　　

「依存性」選択ボックスの▼をクリックするとサービス依存関係（3.2.8.を参照）で登録された

依存関係名が表示されるので、適切な依存関係を選びます。

次に「マスターサービスホスト」選択ボックスの▼をクリックすると、指定された依存性に関連

するサービスが割り当てられているホストが表示されます。他のホストに関連するサービスが

割り当てられていない場合、「same host」のみが表示されます。「same host」とは、同一のホス

トにサービス依存関係を登録したサービスを割り当てる場合に指定します。

「依存性の追加」ボタンをクリックすると、画面中央の依存性欄に表示示されます。

　　　　　

ここに表示されたサービス依存関係名の右側の「サービス依存性割り当てを削除」をクリック

すると、削除することができます。

Ⓒ株式会社プレセンチア　　　　　　　　　　　　　　　　 48



GWMCE の使い方（応用編：コンフィグレーション） 
 

4） サービスプロファイル

「サービスプロファイル」タブをクリックすると「サービスプロファイル」画面が開き、登録され

ているサービスプロファイルへこのサービスに追加することができます。

画面の中央にある「サービスプロファイル」欄の右ボックスには、登録されているサービスプロ

ファイルが表示され、左側のボックスにこのサービスを含むプロファイルが表示されます。

（サービスを登録した当初は、左側のボックスは空のままです。）

サービスをプロファイルに追加するには、右ボックスに表示されたサービスプロファイルを選

択（反転表示）し「<<追加」ボタンをクリックします。選択したプロファイルが、左ボックスに

移ります。

サービスをサービスプロファイルから削除するには、左ボックスのサービスを選択（反転表

示）し、「削除>>」ボタンをクリックします。

サービスプロファイルの追加操作が終了したら、下部の「保存」ボタンをクリックして修正を保

存します。下図のサービス情報保存メッセージが表示されます。

　　「閉じる」をクリックして次の操作に移ります。

5） ホストの適用

「ホストの適用」タブをクリックすると「ホストの適用」画面が開き、このサービスが割り当てら

れているホストへサービス設定の変更を適用させることができます。また、適用の仕方を指定

することができます。

（サービスがホストに割り当てられていない場合、ここでの操作できません。）
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てられているホストへサービス設定の変更を適用させることができます。また、適用の範囲と

仕方を指定することができます。

「ホスト」欄にこのサービスが割り当てられているホストが表示されます。（割当がない場合、

その旨の表示がされます）

「サービス設定アクション」欄のチェックボックスで、表示されたホストに適用するサービス設

定の範囲を指定します。

「ホストサービスアクション」欄のラジオボタンで、既存のサービス設定を置き換えるか、マー

ジするかを決定します。

「適用」ボタンをクリックするとホストへの適用メッセージが表示されます。
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　3.2.6. サービスグループ

サービスをグループ化ことでを監視管理の高度化を図るため、サービスグループを登録する機

能メニューです。サービスグループは複数の監視項目（ホスト名とサービス名のペアで指定）

をグルーピングしたものです。

左フレームの「サービスグループ」やその左側の「＋」アイコンをクリックするとアイコンが「－」

に変わり、その下部構造として「新規追加」と「変更」のサブメニューが展開されます。

左フレームの「サービスグループ」やその左側の「＋」アイコンをクリックするとアイコンが「－」

に変わり、その下部構造として「新規追加」と「変更」のサブメニューが展開されます。

展開された状態で「変更」やその左側の「＋」アイコンをクリックすると、登録されているサービ

スグループが表示されます。「－」アイコンか変更を再度クリックすると閉じます。

1） 新規追加

「新規追加」サブメニューをクリックすると、下記のサービスグループ追加画面が開きます。

サービスグループ名とエイリアス（説明）を入力して、「追加」ボタンをクリックすると、サー

ビスグループ管理画面が開きます：

この画面の操作は、２）の変更の操作と同じですので、そちらを参照して下さい。

2） 変更
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「変更」をクリックすると登録されているサービスグループ名の一覧が表示され、表示された

サービス名をクリックすると、下図のサービスグループ管理画面が表示されます。

ここは、サービスグループへの「ホスト－サービスペア」の登録や削除を行ないます。

「ホスト－サービスペア」追加は、ホストからでもサービスからでも指定ができます。

① ホストから指定

　　　　　　　　「ホスト」欄の選択ボックスの▼をクリックし表示されるホストを選択すると、右側の

リストボックスに指定したホストに割り当てられているサービスが表示されます。

　　　　　　　　表示されたサービスを選択（反転表示）し、「サービス追加」ボタンをクリックすると、

　　　　　　　　「ホスト サービス」欄に選択したホストとサービス（ホスト－サービスペア）が表示

されます。

② サービスから指定

　　　　　　　　「サービス」欄の選択ボックスの▼をクリックし表示されるサービスを選択すると、右

側のリストボックスに指定したサービスを割り当てられているホストが表示されます。

表示されたホストを選択（反転表示）し、「ホスト追加」ボタンをクリックすると、

　　　　　　　　「ホスト サービス」欄に選択したホスト－サービスペアが表示されます。
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ホスト－サービスペアを削除するには、削除したいホスト－サービスペア右側の「サービス割

り当ての削除」をクリックします。（表示から削除されます）

サービスグループにサービスエスカレーションツリーを割り当てるには、「サービスエスカレ

ーションツリー」欄の選択ボックスの▼をクリックし、表示されたサービスエスカレーション

ツリー名を選択します。

下部のボタンの操作

「保存」

上述の手順で編集を終え保存するには「保存」ボタンをクリックします。

下図のようなメッセージが表示されます。

「続ける」をクリックします。

「削除」

サービスを削除するには「削除」ボタンをクリックし表示された「削除の確認」画面

で「はい」をクリックします。（下図）

　

削除実施メッセージが表示されます。

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。

　　　　　「名前の変更」

サービスグループ名を変更するため、「名前の変更」ボタンをクリックし、下図の画面が

開きます。

グループ名を入力して「名前を変更」をクリックすると、名前変更実施メッセージが表示

されます。

「続ける」ボタンをクリックし、次の処理に移ります。
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　3.2.7. サービステンプレート

サービステンプレートの新規追加、複製、設定変更を行なう機能メニューは下図のような階層構

造になっています。

「サービステンプレート」やその左側の「＋」アイコンをクリックするとアイコンが「－」に変わり、

その下部構造として「新規追加」と「変更」のサブメニューが展開されます。「変更」サブメニュー

や「＋」アイコンをクリックすると、登録されているサービステンプレートの一覧がメニューと

して表示されます：

　サービステンプレートは、サービス登録時の重複設定項目を大幅に削減し、登録を効率良くす

るために使用します。サービステンプレートとして登録される内容はサービス設定のための各

種パラメータで、サービス設定内で共通となる項目です。

設定項目の詳細については、GWM のオンラインマニュアル：Bookshelf に詳しく説明されてい

ますので、そちらを参照してください。

　

1） 新規追加

サービステンプレートの「新規追加」サブメニューをクリックすると、右フレームに「新規サ

ービステンプレート」画面が表示されます。

サービステンプレート名を入力し「追加」ボタンをクリックします。

下図の「サービス管理テンプレート」画面が表示されます。

この画面の操作は、2)の「変更」機能メニューと同様ですので、そちらを参照してください。

2） 変更

「変更」をクリックすると登録済サービステンプレートが一覧表示され、そのサービステンプ

レート名をクリックすると、下図の「サービス管理テンプレート」画面が表示されます。

この画面には「サービス詳細」タブ（上記）と「サービスチェック」タブがあり、サービス詳細

の画面では、監視実施時の動作パラメータ、「サービスチェック」の画面では、サービスチェッ

クのコマンド登録を行ないます。
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a) 「サービス詳細」

監視実施のためのパラメータの共通項目を登録するためのサービステンプレート情報を

設定したり、変更、削除や名称変更を行ないます。

この画面の入力項目の最上部に「使用」（あるいは「サービステンプレート」）選択ボックス

があります。既存のサービステンプレートの設定を継承して編集したい場合は、この選択ボ

ックスの▼をクリックして、表示されるサービステンプレート名を選んでください。

サービステンプレートが選択されるとテンプレートからの継承欄が追加され、各設定項目に

指定したテンプレートの設定情報が入力されます。

既存テンプレートの情報を使用せず、直接個別の情報を入力することもできます。

（その場合、「使用」欄は空白のままにします。）
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既存テンプレートを使用する場合の画面例：

このサービステンプレートで参照する既存テンプレートと設定を変える場合、下図の

　① 設定内容の左側のチェックボックスのチェックを外す。

　　　　（このチェックボックスは「テンプレート継承」をするかどうかを指定します）

2 設定内容の右側のチェックや入力/選択ボックスに設定したい内容を入力する。

　　　　　と、操作してください。（①のチェック外しを忘れると設定は変えられません）

「継承を設定」ボタン（上図の③）を押しますと、すべての設定が指定されたテンプレートの設

定および値に合わされます。

既存サービスを使用する場合も使用しない場合も、設定したデータの保存や名称変更、削除な

どのために、下部のボタンをクリックする必要があります。

以下にそれぞれのボタンをクリックしてからの手順を説明します。

「保存」
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上述の手順で編集を終え保存するには「保存」ボタンをクリックします。

下図のようなメッセージが表示されます。

「続ける」をクリックして、次の操作を続けます。

「削除」

「削除」ボタンをクリックすると、下記の削除の確認画面が表示されます。

「はい」をクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。

「続ける」をクリックして、次の操作を続けます。

「名前を変更」

「名前を変更」ボタンをクリックすると、サービス名変更画面になります。

　　「変更する名前」入力ボックスに新しい名前を入力し、「名前を変更」ボタンをクリックす

ると、サービステンプレート名が変わった「サービス管理テンプレート」画面が表示され

ます。
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b) 「サービスチェック」

サービス管理テンプレート画面で「サービスチェック」タブをクリックすると、サービス

テンプレートにチェックコマンドを追加するための画面が表示されます。

（使用テンプレートでチェックコマンド定義していない場合の画面）

「サービス詳細」画面で使用（継承）指定した登録みのサービステンプレートにサービ

スチェックが登録されている場合、「テンプレートからのチェックを継承」チェックボッ

クス欄が表示され、親テンプレートのサービスチェック情報が表示されます（下図）。

「テンプレートからのチェックを継承」チェックボックスにチェックを入れると親(使用)
テンプレートのチェックコマンド宣言がそのまま設定され変更することができません。

チェックを外せばチェックコマンドやコマンドラインを変更することができます。

チェックコマンドとコマンドライン指定方法およびテストの実施については、3.2.5.の
の２）サービスチェックの項を参照してください。

サービスチェック設定が終了し「保存」ボタンをクリックすると下記の保存メッセージ

が表示されます。

「続ける」ボタンをクリックし、処理を続けます。
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　3.2.8. サービス依存関係

サービス依存関係の新規追加、複製、設定変更を行なう機能メニューは下図のような階層構造に

なっています。

「サービス依存関係」やその左側の「＋」アイコンをクリックするとアイコンが「－」に変わり、そ

の下部構造として「新規追加」、「複製」と「変更」のサブメニューが展開されます。「変更」サブメニ

ューや「＋」アイコンをクリックすると、登録されているサービス依存関係の名称一覧がメニュ

ーとして表示されます：

　

　

　

サービス依存関係（依存性）とは、他のサービス状態に基づいてサービスの通知とアクティブチ

ェックを抑制するための依存関係のことで、定義依存関係にテンプレート名を付与して使用しま

す。（使い方については、3.2.5.サービス の 3）サービス依存関係を参照してください。）

1） 新規追加

サービス依存関係の「新規追加」をクリックすると、下図の「サービス依存関係テンプレート」画

面が表示されます：

ここで、「サービス依存関係テンプレート名」を入力し、「サービス名」選択ボックスの▼をクリッ

クして表示されるサービス一覧から目的のサービスを選択します。

この依存関係でサービスチェックの「実行」や監視状態変化の「通知」を行なわなくするためのサ

ービス状態をチェックボックスでチェックします。

設定が終了し、「追加」ボタンをクリックしたら、下記の保存メッセージが表示されます。
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「続ける」ボタンをクリックし、処理を続けます。

2） 複製

「複製」をクリックして展開表示されたテンプレート名をクリックすると、下図のような画面が

表示され、選択したテンプレートの内容が表示されます。

空欄になっている「サービス依存関係テンプレート名」にテンプレート名を入力し、必要な設定

の変更を行なって、「追加」ボタンをクリックします。1)の新規追加と同様な保存メッセージが表

示されますので、「続ける」をクリックして処理を続けます。

3） 変更

「変更」をクリックして展開表示されたテンプレート名をクリックすると、下図のような画面が

表示され、選択したテンプレートの内容が表示されます。

設定したデータの保存や名称変更、削除などのために、下部のボタンをクリックする必要があ

ります。以下にそれぞれのボタンをクリックしてからの手順を説明します。

「保存」

上述の手順で編集を終え保存するには「保存」ボタンをクリックします。

下図のようなメッセージが表示されます。

　　　「続ける」をクリックして、次の操作を続けます。
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「削除」

「削除」ボタンをクリックすると、下記の削除の確認画面が表示されます。

　

「はい」をクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。

「続ける」をクリックして、次の操作を続けます。

「名前を変更」

「名前を変更」ボタンをクリックすると、サービス依存関係テンプレート名変更画面に

なります。

「名前の変更」入力ボックスに新しい名前を入力し、「名前を変更」ボタンをクリックすると、

名前変更実施のメッセージが表示されます。

「続ける」をクリックして、次の操作を続けます。
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　3.2.9. サービス拡張情報

サービス拡張情報の新規追加、複製、設定変更を行なう機能メニューは下図のような階層構造に

なっています。

「サービス拡張情報」やその左側の「＋」アイコンをクリックするとアイコンが「－」に変わり、そ

の下部構造として「新規追加」、「複製」と「変更」のサブメニューが展開されます。「複製」と「変更」

サブメニューや「＋」アイコンをクリックすると、登録されているサービス拡張情報の名称一覧

がメニューとして表示されます：

サービス拡張情報とは Nagios 画面で表示するグラフィックアイコンや、サービスの追加情報を

表示する URL やなどを指定する設定です。

1） 新規追加

「新規追加」をクリックすると「サービス拡張情報テンプレート設定」画面が表示されます：

ここで、「サービス拡張情報テンプレート設定名」を入力し、サービスのための補足情報 URL や

アイコン画像ファイルを指定します。

（アイコン画像は、/usr/local/groundwork/nagios/share/images/logosディレクトリの中にある

画像ファイル（gif、png、jpg等）を参照します。）

入力を終了し「追加」ボタンをクリックしたら、下図の追加メッセージが表示されます。

「続ける」ボタンをクリックして、次の操作を続けます。
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2） 複製

「複製」をクリックして展開表示された拡張情報テンプレート名をクリックすると、下図のよう

な画面が表示され、選択した拡張情報テンプレートの内容が表示されます。

空欄になっている「サービス拡張情報テンプレート」にテンプレート名を入力し、必要な設定の

変更を行なって「追加」ボタンをクリックします。下図のような保存メッセージが表示されます

ので、「続ける」をクリックして処理を続けます

3） 変更

「変更」をクリックして展開表示された拡張情報テンプレート名をクリックすると、下図のよう

な画面が表示され、選択した拡張情報テンプレートの内容が表示されます。

設定したデータの保存や名称変更、削除などのために、下部のボタンをクリックする必要があ

ります。以下にそれぞれのボタンをクリックしてからの手順を説明します。

「保存」

上述の手順で編集を終え保存するには「保存」ボタンをクリックします。

下図のようなメッセージが表示されます。

「続ける」をクリックして、次の操作を続けます。

「削除」

「削除」ボタンをクリックすると、下記の削除の確認画面が表示されます。

「はい」をクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。
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「続ける」をクリックして、次の操作を続けます。

「名前を変更」

「名前を変更」ボタンをクリックすると、サービス拡張情報テンプレート名の変更画面にな

ります。

「サービス拡張情報テンプレート名」入力ボックスに新しい名前を入力し、「名前を変更」

ボタンをクリックすると、名前変更実施のメッセージが表示されます。

「続ける」をクリックして、次の操作を続けます。
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3.3. プロファイル

コンフィグレーションの「プロファイル」サブメニューをクリックすると、プロファイル

（Profiles）設定画面が開きます(下図)：

　

プロファイルとはホストやサービス登録を容易にするために使用するもので、サービスプロファイ

ルとホストプロファイルの二つがあります。

サービスプロファイルは、特定の対象を監視するための設定したサービスをグルーピングし名前を

つけたもの（例：LinuxOS の監視、MySQL-DB の監視など）。ホストプロファイルは、サービスプ

ロファイルにホストテンプレート付け加えたもので、ホスト登録時に指定するだけで必要な構成設

定のほとんどを実施できるようにしたものです。

GroundWork Monitor Community Edition にはいくつかの基本的なプロファイルが準備され

GroundWork Monitor Enterprise（GWME）では多くの有用なプロファイルが提供されます。

（例：Windows サーバ監視用プロファイル、OracleDBMS 監視用プロファイルなど。）

また、GWME のサポートサービスサイトから新規開発のプロファイルがダウンロードできます。

　3.3.1. プロファイル設定画面の機能メニュー

　　　　プロファイル設定画面は左右のフレームに分かれており、左フレームに設定のための機能選択

ができる下記のアイコンが表示されています。

1） ホストプロファイル　：　ホストプロファイルを登録管理する

2） サービスプロファイル：　サービスプロファイルを登録管理する

3） プロファイル・インポータ：事前登録されている XML からプロファイル定義を読み込む

　3.3.2. ホストプロファイル

ホストプロファイルを管理する機能メニューです。「ホストプロファイル」か「+」アイコンをクリ

ックするとアイコンが「－」に変わり、「新規追加」と「変更」メニューが展開表示されます。ここで

「変更」や「＋」アイコンをクリックすると、登録されているホストプロファイルの一覧が展開表示

されます。「－」アイコンをクリックすると開いたメニューが閉じます。
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1) 新規追加

「新規追加」機能メニューをクリックすると、右フレームに「新規ホストプロファイル」画面が

表示されます：

ここでホストプロファイル名、説明を入力し、ホストテンプレートを選択します。

（ホストプロファイル名とホストテンプレート指定は必須です。）

「追加」ボタンをクリックすると、下図のホストプロファイル設定画面が開きます：

この画面で必要な設定を行ないます。この画面には下記８つのタブがあり、それぞれで設定

を行ないます。

・ホスト詳細

・親子関係

・ホストグループ

Ⓒ株式会社プレセンチア　　　　　　　　　　　　　　　　 66



GWMCE の使い方（応用編：コンフィグレーション） 
 

・エスカレーションツリー

・サービスプロファイル

・ホストの割り当て

・ホストグループの割り当て

・適用

a) ホスト詳細

ホストプロファイル・新規追加のトップ画面である「ホスト詳細」では、ホストプロファ

イル追加で設定した内容の変更やホストテンプレート継承内容の修正が行なえます。

「ホストプロファイル名」は後述の「名前を変更」ボタンで実施します。「説明」と「ホストテ

ンプレート」欄は入力ボックスを編集します。「テンプレートから継承」欄以下の設定の変

更については、3.1.5. ホスト章の 2)ホスト管理画面の操作項の a)ホスト詳細の説明を参

照してください。

「ホスト詳細」画面の下部には、「保存」、「削除」、「名前を変更」、「エクスポート」と、「閉じ

る」ボタンがあります。

以下にそれぞれのボタンをクリックしてからの手順を説明します。

[保存]
変更した設定を有効にするためには「保存」ボタンをクリックする必要があります。

（保存しないで別画面に移ると行なった変更が無効になります。）

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます：

 [削除]
ホストプロファイルを削除するために「削除」ボタンをクリックすると、下図の削除確

認画面が表示されます：

「はい」ボタンをクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。
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[名前を変更]
「名前を変更」ボタンをクリックすると、下図の名前の変更画面が表示されます：

「変更名」入力ボックスに新しい名前を入力し、「名前を変更」ボタンをクリックすると、

ホストプロファイル－ホスト詳細画面（名前が変更されています）に戻ります。

 [エクスポート]
エクスポートとは、他の場所で使用するために GWM のデータベースに登録されてい

るホストプロファイルを XML形式ファイルに出力する機能です。

「エクスポート」ボタンをクリックすると、下図のメッセージが表示されます：

「エクスポート」欄に表示されたファイルが作成されています。

（必要に応じて、コピーなどを実施してください）

b) 親子関係

「親子関係」タブをクリックすると、ホストプロファイルへの親子関係設定画面が開きま

す。

ここで設定した親子関係はこのプロファイルを適用したホストに設定されます。

親ホストを追加するには、「親ホスト」欄の右側選択ボックスにホスト一覧が表示されて

いますので、適切なホストをクリックで選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリッ

クします。親ホストを削除するには、左側選択ボックスに表示されている親ホストをクリ

ックで選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。
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「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます。

c) ホストグループ

「ホストグループ」タブをクリックすると、ホストプロファイルへのホストグループ設定

画面が開きます。

ここで設定したホストグループはこのプロファイルを適用したホストの所属するホスト

グループになります。

ホストグループを追加するには、「ホストグループ」欄の右側選択ボックスにホストグル

ープ一覧が表示されていますので、適切なホストグループをクリックで選択（反転表

示）して「<<追加」ボタンをクリックします。ホストグループを削除するには、左側選択

ボックスに表示されているホストグループをクリックで選択（反転表示）して「削除>
>」ボタンをクリックします。

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます。

d) エスカレーションツリー

「エスカレーションツリー」タブをクリックすると、ホストプロファイルへのエスカレー

ションツリー設定画面が開きます。
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ここで設定したエスカレーションツリーはこのプロファイルを適用したホストのエスカ

レーションツリーとして登録されます。

「ホストエスカレーションツリー」と「サービスエスカレーションツリー」欄の選択ボック

スの▼をクリックすると登録可能なエスカレーションツリー名が表示されますので、そ

れぞれ適切なエスカレーションツリー選択します。

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます。

e) サービスプロファイル

「サービスプロファイル」タブをクリックすると、ホストプロファイルへのエサービスプ

ロファイル設定画面が開きます。

サービスプロファイルを追加するには、「サービスプロファイル」欄の右側選択ボックス

にサービスプロファイル一覧が表示されていますので、適切なサービスプロファイルを

クリックで選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリックします。サービスプロファ

イルを削除するには、左側選択ボックスに表示されているサービスプロファイルをクリ

ックで選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。
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「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます。

f) ホストの割り当て

「ホストの割り当て」タブをクリックすると、ホストプロファイルのホストの割り当て設

定画面が開きます。

このホストプロファイルをホストに割り当てるには、「ホスト」欄の右側選択ボックスに

表示されたホスト一覧の中から割り当てたいホストをクリックで選択（反転表示）して

「<<追加」ボタンをクリックします。ホスト割当を解除するには、左側選択ボックスに表

示されているホストをクリックで選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックし

ます。

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます。

g) ホストグループの割り当て

「ホストグループの割り当て」タブをクリックすると、ホストプロファイルのホストグル

ープ割り当て設定画面が開きます。
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このホストプロファイルをホストグループに割り当てるには、「ホストグループ」欄の右側

選択ボックスに表示されたホストグループ一覧の中から割り当てたいホストグループを

クリックで選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリックします。ホストグループ割

当を解除するには、左側選択ボックスに表示されているホストグループをクリックで選択

（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます。

h) 適用

「適用」とは、現時点でこのホストプロファイルを使用しているホストに今回設定、保存し

た変更を反映させる、あるいは新たに「ホスト割り当て」や「ホストグループ割り当て」を行

なったホストやホストグループのメンバーにホストテンプレートを適用するための機能

で、変更の反映方法や範囲を指定します。

すでにこのホストプロファイルを使用して登録されたホストがあって、他の機能メニュー

で設定の変更と保存をしたのに「適用」を実施しない場合、既存ホストの監視設定は編集す

る前の設定のままとなり、これ以降のホスト設定登録でこのホストプロファイルを使用し

たものだけが新しい設定となります。

「適用」タブをクリックすると、ホストプロファイル設定の適用画面が開きます。
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この画面で

・新たに割り当てたホストグループやホストに適用するかどうか

・設定したどのプロパティを適用するか

・既存の登録でホストに割り当てられているサービスを使用するかどうか

を選択し、「適用」ボタンをクリックします。

下記の実施メッセージが表示されます。

2) 変更
「変更」機能メニューをクリックして一覧表示されたホストプロファイル名をクリックする

と、右フレームにそのホストプロファイルについての「ホストプロファイル設定」画面が表示

されます。

この画面は、「新規追加」機能でホストプロファイル名を入力して追加した後の画面と同様な

画面で、操作は同じです。各タブやボタンの操作について詳しくは、１）新規追加の説明を参

照してください。
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　3.3.3. サービスプロファイル

サービスプロファイルを管理する機能メニューです。「サービスプロファイル」か「+」アイコンを

クリックするとアイコンが「－」に変わり、「新規追加」「複製」と「変更」メニューが展開表示されま

す。その「複製」、「変更」や「＋」アイコンをクリックすると、登録済サービスプロファイルの一覧が

展開表示されます。「－」アイコンをクリックすると開いたメニューが閉じます。

1) 新規追加

「新規追加」機能メニューをクリックすると、右フレームに「新規サービスプロファイル」画面が

表示されます：

サービスプロファイル名、説明を入力し「追加」ボタンをクリックすると、下図の「サービスプ

ロファイル」設定画面（「サービス」タブ画面）が開きます：

この画面で必要な設定を行ないます。この画面には「サービス」、「ホストの割り当て」、「ホス

トグループの割り当て」、「ホストプロファイル」と「適用」の５つのタブがあり、それぞれで設

定を行ないます。

a) サービス
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サービスプロファイル・新規追加のトップ画面である「サービス」タブの画面では、サービ

スプロファイル内容の変更やサービスの追加処理を行ないます。

「サービスプロファイル名」は後述の「名前を変更」ボタンで実施します。

「説明」欄は入力ボックス内で直接編集します。

「サービス」欄では、このプロファイルに包含するサービスを選択します。

サービスを追加するには、「サービス」欄の右側選択ボックスにサービス一覧が表示され

ていますので、適切なサービスをクリックで選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをク

リックします。サービスを削除するには、左側選択ボックスに表示されているサービスを

クリックで選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。

「サービス」画面の下部には、「保存」、「削除」、「名前を変更」、「エクスポート」と、「閉じる」

ボタンがあります。

以下にそれぞれのボタンをクリックしてからの手順を説明します。

[保存]
変更した設定を有効にするためには「保存」ボタンをクリックする必要があります。「保

存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます：

[削除]
サービスプロファイルを削除するために「削除」ボタンをクリックすると、下図の削除

確認画面が表示されます：

「はい」ボタンをクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。

[名前を変更]
「名前を変更」ボタンをクリックすると、下図の名前変更画面が表示されます：

変更名を入力し、「名前を変更」ボタンをクリックすると、名前が変更されたサービスプ

ロファイル－サービス画面に戻ります。
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[エクスポート]
エクスポートとは、他の場所で使用するために GWM のデータベースに登録されてい

るサービスプロファイルを XML形式ファイルに出力する機能です。

「エクスポート」ボタンをクリックすると、下図のメッセージが表示されます：

「エクスポート」欄に表示されたファイルが作成されています。

（必要に応じて、コピーなどを実施してください）

b) ホストの割り当て

「ホストの割り当て」タブをクリックすると、サービスプロファイルのホストの割り当て

設定画面が開きます。

このサービスプロファイルをホストに割り当てるには、「ホスト」欄の右側選択ボックスに

表示されたホスト一覧の中から割り当てたいホストをクリックで選択（反転表示）して

「<<追加」ボタンをクリックします。ホスト割り当てを解除するには、左側選択ボックスに

表示されているホストをクリックで選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックし

ます。

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます。
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c) ホストグループの割り当て

「ホストグループの割り当て」タブをクリックすると、サービスプロファイルのホストグ

ループ割り当て設定画面が開きます。

このサービスプロファイルをホストグループに割り当てるには、「ホストグループ」欄の右

側選択ボックスに表示されたホストグループ一覧の中から割り当てたいホストグループ

をクリックで選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリックします。ホストグループ

割り当てを解除するには、左側選択ボックスに表示されているホストグループをクリック

で選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます。

d) ホストプロファイル

「ホストプロファイル」タブをクリックすると、サービスプロファイルのホストプロファ

イル設定画面が開きます。
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サービスプロファイルをホストプロファイルに割り当てるには、「ホストプロファイル」欄

の右側選択ボックスに表示されたホストプロファイル一覧の中から割り当てたいホスト

プロファイルをクリックで選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリックします。ホ

ストプロファイル割当を解除するには、左側選択ボックスに表示されているホストプロフ

ァイルをクリックで選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます。

e) 適用

「適用」とは、現時点でこのサービスプロファイルを使用しているホストやホストプロファ

イルに今回設定、保存した変更を反映させることで、新たに加えられたホストやホストプ

ロファイルへのサービスプロファイル割り当ても行います。

すでにこのプロファイルを使用して登録されたホストやホストプロファイルがあって、他

の機能メニューで変更と保存を実施したのに「適用」を実施しない場合、既存のホストやホ

ストプロファイル設定は編集する前の設定のままとなり、これ以降のホスト設定登録でこ

のホストプロファイルを使用したものだけが新しい設定となります。

「適用」タブをクリックすると、サービスプロファイルの適用画面が開きます。
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この画面で

・割り当てたホストグループやホストに適用するかどうか

・既存の登録のサービスを使用するか、あるいは完全に置き換えるか

を選択し、「適用」ボタンをクリックします。

下記の実施メッセージが表示されます。

2) 複製

「複製」機能メニューをクリックして一覧表示されたサービスプロファイル名をクリックす

ると、右フレームに下図の「サービスプロファイル複製」画面が表示されます。

この画面で「サービスプロファイル名」と「説明」を入力します。（それぞれには、元の名前と

説明の先頭に Copy-of… と Edited copy…と付いています。）

「追加」ボタンをクリックすると、プロファイルを新規追加した後と同様なサービスプロファ

イルの設定画面が表示されます。各タブやボタンの操作は同様です。操作について詳しくは、

１）新規追加の説明を参照してください。

3) 変更
「変更」機能メニューをクリックして一覧表示されたサービスプロファイル名をクリックす

ると、右フレームに下図のサービスプロファイルの設定画面が表示されます。この画面の各

タブやボタンの操作はプロファイルを新規追加した後の同名の画面と同様です。操作につい

て詳しくは、１）新規追加の説明を参照してください。
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3.3.4. プロファイル･インポータ

あらかじめ XML形式ファイルで登録されたプロファイルを取り込む機能メニューです。

GWM には、あらかじめいくつかのプロファイル定義が XML形式で保存されています。

（保存場所は /usr/local/groundwork/core/profiles です。Community Edition では基本的なも

の。Enterprise では多くの有用なプロファイルが包含されており、サポートサイトからも入手で

きます。）

「プロファイル･インポータ」機能メニューをクリックすると、右フレームに「プロファイルイ

ンポータ」画面が表示されます：

この画面で XML形式ファイルのインポート関連の処理を実施します。

以下に下部にある「インポート」、「削除」および「アップロード」ボタンを使用した処理につい

て説明します。

　a) インポート

プロファイルインポータ画面の中央部に一覧表示された XML ファイルを（チェック

ボックスにチェックを入れることで）選択します。（チェックボックスのチェック操

作は「すべてチェック」や「すべてチェックを外す」ボタンをクリックすることで多数の

操作を楽にできます。）

「インポート」ボタンをクリックすると、XML ファイルからのプロファイルのインポー

トが実施され、下図のようなインポート実行結果の表示が表示されます。

最下部に「閉じる」ボタンがあり、それをクリックすると画面がクリアされます。

（指定した XML ファイル数が多いとかなり長くなりますので、必ずしも「閉じる」ボ

タンをクリックしなくてもかまいません）
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　b) 削除

プロファイルインポータ画面の中央部に一覧表示された XML ファイルを選択し、

「削除」ボタンをクリックすると、/usr/local/groundwork/core/profiles ディレクトリか

ら選択された XML ファイルが削除され、一覧表示からも削除されます。

（間違って XML ファイルを削除しないよう気をつけてください。）

　c) アップロード

「ファイルをアップロード」欄の「参照」ボタンをクリックすると、あなたがWEB ブラ

ウザを起動しているマシン上のファイルの選択ウィンドウが表示されます。

（WindowsXP の場合、下図のような画面が開きます）

適切なファイルを選択してください（上図の場合の操作は、ファイルをクリックして

から「開く」ボタンをクリック）。

ファイルをアップロード欄に選択したファイルのパスが表示されますので、「アップロ

ード」ボタンをクリックします。

XML ファイルの一覧の中にアップロードしたファイルが追加されますので、確認して

ください。

アップロードした XML ファイルを使用してプロファイルのインポートによる登録が

可能です。
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3.4. コンタクト

コンフィグレーションの「コンタクト」サブメニューをクリックすると、コンタクト（Contacts）設

定画面が開きます(下図)：

コンタクトとは GWM／Nagios が監視対象で問題を検出した場合にｅメールなど送る通知先設定

のことです。このメニューでは、コンタクト登録設定、コンタクトをグループ化したコンタクトグル

ープの登録、およびコンタクト設定の共通項目を登録するテンプレート登録を行ないます。

　3.4.1. コンタクト設定画面の機能メニュー

コンタクト設定画面は左右のフレームに分かれており、左フレームに設定のための機能選択が

できる下記のアイコンが表示されています。

1） コンタクト　：　コンタクトを登録する

2） コンタクトグループ：　コンタクトをグルーピングするコンタクトグループを登録する

3） コンタクトテンプレート：コンタクトの共通的な情報を登録する

3.4.2. コンタクト

コンタクトを管理する機能メニューです。「コンタクト」か「+」アイコンをクリックするとアイコ

ンが「－」に変わり、「新規追加」、「複製」および「変更」メニューが展開表示されます。

ここで「複製」や「変更」、それらの「＋」アイコンをクリックすると、登録されているコンタクトの

一覧が展開表示されます。「－」アイコンをクリックすると開いたメニューが閉じます。
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1) 新規追加

「新規追加」機能メニューをクリックすると、右フレームに「コンタクト設定」画面が表示され

ます：

ここで「コンタクト名」、「エイリアス」、「Ｅメール」説明を入力し、コンタクトテンプレートの

▼をクリックしたら表示されるテンプレートから適切なものを選択します。

（ポケベル（英語名：ページャー）は使用することはないと思いますので空欄でよいで

す。）

コンタクトテンプレートを選択すると「テンプレートからの継承」欄から「サービス通知コマ

ンド」までの部分で選択したテンプレートの設定内容が表示されます。

このコンタクトで参照するコンタクトテンプレートと設定を変える場合、下図の

　① 設定内容の左側のチェックボックスのチェックを外す。

　　　　（このチェックボックスは「テンプレート継承」をするかどうかを指定します）

② 設定内容の右側のチェックや入力/選択ボックスに設定したい内容を入力する。

　　　　　と、操作してください。（①のチェック外しを忘れると設定は変えられません）
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「継承を設定」ボタン（上図の③）を押しますと、すべての設定が指定されたテンプレートの

設定および値に合わされます。

このコンタクトを既存のコンタクトグループに追加するには、設定欄の最下部の「コンタク

トグループ」欄の右側選択ボックスに表示されているコンタクトグループ名一覧から適切な

コンタクトグループ名をクリックで選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリックしま

す。コンタクトグループを削除するには、左側選択ボックスに表示されているコンタクトグ

ループ名をクリックで選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。

設定したデータを保存するための「保存」ボタンをクリックしてください。

下図のようなメッセージが表示されます。

「続ける」をクリックして、次の操作を続けます。

2) 複製

「複製」機能メニューをクリックして一覧表示されたコンタクト名をクリックすると、右フレー

ムに「コンタクト設定」画面が表示され、選択したコンタクト情報が表示されます（下図）：

ここで、必要な設定の変更（コンタクト名の変更は必須）を実施します。

設定変更の仕方は、1)の新規追加を参照してください。

登録保存のため「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます。

「続ける」ボタンをクリックし、操作を続けます。
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3) 変更
「変更」機能メニューをクリックして一覧表示されたコンタクト名をクリックすると、右フレー

ムに「コンタクト設定」画面が表示され、選択したコンタクト情報が表示されます（下図）：

ここで、必要な設定の変更（コンタクト名の変更は必須）を実施します。

設定変更の仕方は、1)の新規追加を参照してください。

画面の下部には、「保存」、「削除」、「名前を変更」と「キャンセル」ボタンがあります。

以下にそれぞれのボタンをクリックしてからの手順を説明します。

[保存]
変更した設定を有効にするためには「保存」ボタンをクリックする必要があります。

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます：

「続ける」ボタンをクリックし、操作を続けます。

 [削除]
コンタクトを削除するために「削除」ボタンをクリックすると、下図の削除確認画面が

表示されます：

「はい」ボタンをクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。

「続ける」ボタンをクリックし、操作を続けます。

 [名前を変更]
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「名前を変更」ボタンをクリックすると、下図の名前変更画面が表示されます：

変更名を入力し、「名前を変更」ボタンをクリックすると、名前変更実施メッセージが表

示されます：

「続ける」ボタンをクリックし、操作を続けます。

3.4.3. コンタクトグループ

コンタクトグループを管理する機能メニューです。「コンタクトグループ」か「+」アイコンをクリ

ックするとアイコンが「－」に変わり、「新規追加」、「複製」および「変更」メニューが展開表示され

ます。

ここで「複製」や「変更」、それらの「＋」アイコンをクリックすると、登録されているコンタクトグ

ループの一覧が展開表示されます。「－」アイコンをクリックすると開いたメニューが閉じます。

1) 新規追加

「新規追加」機能メニューをクリックすると、右フレームに「コンタクトグループ設定」画面が

表示されます：

この画面で「コンタクトグループ名」、「エイリアス」を入力し、グループに所属するコンタク

トを登録します。

コンタクトをこのコンタクトグループに追加するには、設定欄の最下部の「コンタクト」欄の

右側選択ボックスに表示されているコンタクト名一覧から適切なコンタクト名をクリック

で選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリックします。コンタクトを削除するには、左

側選択ボックスに表示されているコンタクト名をクリックで選択（反転表示）して「削除>
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>」ボタンをクリックします。

設定したデータを保存するために「保存」ボタンをクリックしてください。

下図のようなメッセージが表示されます。

「続ける」をクリックして、次の操作を続けます。

2) 複製

「複製」機能メニューをクリックして一覧表示されたコンタクトグループ名をクリックすると、

右フレームに「コンタクトグループ設定」画面が表示され、選択したコンタクトグループ情報が

表示されます（下図）：

ここで、必要な設定の変更（コンタクトグループ名の入力は必須）を実施します。

設定変更の仕方は、1)の新規追加を参照してください。

登録保存のため「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます。

「続ける」ボタンをクリックし、操作を続けます。

3) 変更
「変更」機能メニューをクリックして一覧表示されたコンタクトグループ名をクリックすると、

右フレームに「コンタクトグループ設定」画面が表示され、選択したコンタクトグループ情報が

表示されます（下図）： 

ここで、必要な設定の変更（コンタクトグループ名の入力は必須）を実施します。
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設定変更の仕方は、1)の新規追加を参照してください。

画面の下部には、「保存」、「削除」、「名前を変更」と「キャンセル」ボタンがあります。

以下にそれぞれのボタンをクリックしてからの手順を説明します。

[保存]
変更した設定を有効にするためには「保存」ボタンをクリックする必要があります。

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます：

「続ける」ボタンをクリックし、操作を続けます。

[削除]
コンタクトを削除するために「削除」ボタンをクリックすると、下図の削除確認画面が

表示されます：

「はい」ボタンをクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。

「続ける」ボタンをクリックし、操作を続けます。

[名前を変更]
「名前を変更」ボタンをクリックすると、下図の名前変更画面が表示されます：

変更名を入力し、「名前を変更」ボタンをクリックすると、名前変更実施メッセージが表

示されます：

「続ける」ボタンをクリックし、操作を続けます。

3.4.4. コンタクトテンプレート

コンタクトテンプレートを管理する機能メニューです。「コンタクトテンプレート」か「+」アイコ

ンをクリックするとアイコンが「－」に変わり、「新規追加」、「複製」および「変更」メニューが展開
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表示されます。ここで「複製」や「変更」、それらの「＋」アイコンをクリックすると、登録されている

コンタクトテンプレートの一覧が展開表示されます。「－」アイコンをクリックすると開いたメニ

ューが閉じます。

1) 新規追加

「新規追加」機能メニューをクリックすると、右フレームに「コンタクトテンプレート設定」画

面が表示されます：

ここでコンタクトテンプレート名を入力し、コンタクトテンプレートの設定登録を行います。

コンタクトテンプレート設定項目の詳細については、Bookshelf を参照してください。

「追加」ボタンをクリックすると、下図の追加実施メッセージが表示されます。

2) 複製

「複製」機能メニューをクリックして一覧表示されたコンタクトテンプレート名をクリックす

ると、右フレームに「コンタクトテンプレート設定」画面が表示され、選択したコンタクトテン

プレート情報が表示されます（下図）：
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ここでコンタクトテンプレート名を入力し、コンタクトテンプレートの設定登録を行います。

「追加」ボタンをクリックすると、下図の追加実施メッセージが表示されます。

3) 変更
「変更」機能メニューをクリックして一覧表示されたコンタクトテンプレート名をクリックす

ると、右フレームに「コンタクトテンプレート設定」画面が表示され、選択したコンタクトテン

プレート情報が表示されます（下図）： 

ここで、必要な設定の変更を実施します。

画面の下部に「保存」、「削除」、「名前を変更」と「キャンセル」ボタンがあります。

以下にそれぞれのボタンをクリックしてからの手順を説明します。
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[保存]
変更した設定を有効にするためには「保存」ボタンをクリックする必要があります。

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます：

[削除]
コンタクトを削除するために「削除」ボタンをクリックすると、下図の削除確認画面が

表示されます：

「はい」ボタンをクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。

[名前を変更]
「名前を変更」ボタンをクリックすると、下図の名前変更画面が表示されます：

変更名を入力し「名前を変更」ボタンをクリックすると、名前変更実施メッセージが表

示されます：
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3.5. エスカレーション

コンフィグレーションの「エスカレーション」サブメニューをクリックすると、エスカレーション

（Escalations）設定画面が開きます(下図)：

ここでは、エスカレーションおよびエスカレーションツリー情報を登録管理します。

エスカレーションは、問題検出時に行なわれる通知の後、状況によって別の（時としてよりハイレ

ベルの）通知先に通知を行なう仕組みのことです。

・エスカレーション

エスカレーションは通知をエスカレートさせる条件を指定する情報です。 エスカレーション

ツリー情報の構成要素として、通知先情報であるコンタクトグループと組み合わせて使用され

ます。（コンタクトとコンタクトグループについては、3.4.のコンタクトを参照下さい。）

・エスカレーションツリー

エスカレーションツリーは、複数のエスカレーション定義とコンタクトグループ定義のペアを

グループ化したものです。 ホスト、ホストプロファイル、ホストグループやサービスに割り当

てることで、通知エスカレーション処理時の条件判断に使用します。

　3.5.1. エスカレーション設定画面の機能メニュー
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エスカレーション設定画面は左右のフレームに分かれており、左フレームに設定のための機能

選択ができる下記のアイコンが表示されています。

1） エスカレーション　：　ホストおよびサービスのエスカレーションを登録する

2） エスカレーションツリー：　ホストおよびサービスのエスカレーションツリーを登録する

3.5.2. エスカレーション

エスカレーションを管理する機能メニューです。「エスカレーション」か「+」アイコンをクリック

するとアイコンが「－」に変わり、「ホストエスカレーション」および「サービスエスカレーション」

が展開表示されます。

ここで、「ホストエスカレーション」か「＋」アイコンをクリックすると、「新規追加」と「変更」メニ

ューが展開表示され、「変更」（「＋」アイコン）クリックすると登録されているホストエスカレー

ション名一覧が展開されます。

また、「サービスエスカレーション」か「＋」アイコンをクリックすると、「新規追加」と「変更」メニ

ューが展開表示され、「変更」（「＋」アイコン）クリックすると登録されているサービスエスカレ

ーション名一覧が展開されます。

展開表示は、再度同じメニューか、「－」アイコンをクリックすると閉じます。

1) ホストエスカレーション

a) 新規追加

「ホストエスカレーション」の「新規追加」機能メニューをクリックすると、右フレームに「ホ

ストエスカレーション設定」画面が表示されます：

ここで「ホストエスカレーション名」と、エスカレーション情報（エスカレーション条件）
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を設定し、「追加」ボタンをクリックすると下図の保存実施メッセージが表示されます。

「続ける」ボタンをクリックして、処理を続けます。

b) 変更
「変更」機能メニューをクリックして一覧表示されたホストエスカレーション名をクリック

すると、右フレームに「ホストエスカレーション設定」画面が表示され、選択したホストエス

カレーション登録情報が表示されます（下図）：

ここで、必要な設定の変更を実施します。（変更を有効にするには、「保存」が必要です）

画面の下部には、「保存」、「削除」、「名前を変更」と「キャンセル」ボタンがあります。

以下にそれぞれのボタンをクリックしてからの手順を説明します。

[保存]
変更した設定を有効にするためには「保存」ボタンをクリックする必要があります。

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます：

[削除]
ホストエスカレーション情報を削除するために「削除」ボタンをクリックすると、 

下図の削除確認画面が表示されます：

「はい」ボタンをクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。

[名前を変更]
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「名前を変更」ボタンをクリックすると、下図の名前変更画面が表示されます：

変更名を入力し「名前を変更」ボタンをクリックすると、名前変更実施メッセージが表

示されます：

2) サービスエスカレーション

a) 新規追加

「サービスエスカレーション」の「新規追加」機能メニューをクリックすると、右フレームに

「サービスエスカレーション設定」画面が表示されます：

ここで「サービスエスカレーション名」と、エスカレーション情報（エスカレーション条

件）を設定し、「追加」ボタンをクリックすると下図の保存実施メッセージが表示されます。

「続ける」ボタンをクリックして、処理を続けます。

b) 変更
「変更」機能メニューをクリックして一覧表示されたサービスエスカレーション名をクリッ

クすると、右フレームに「サービスエスカレーション設定」画面が表示され、選択したサービ

スエスカレーション登録情報が表示されます（下図）：

ここで、必要な設定の変更を実施します。（変更を有効にするには「保存」が必要です）

画面の下部には、「保存」、「削除」、「名前を変更」と「キャンセル」ボタンがあります。

以下にそれぞれのボタンをクリックしてからの手順を説明します。
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[保存]
変更した設定を有効にするためには「保存」ボタンをクリックする必要があります。

「保存」ボタンをクリックすると、保存実施メッセージが表示されます：

[削除]
サービスエスカレーション情報を削除するために「削除」ボタンをクリックすると、 

下図の削除確認画面が表示されます：

「はい」ボタンをクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。

[名前を変更]
「名前を変更」ボタンをクリックすると、下図の名前変更画面が表示されます：

変更名を入力し「名前を変更」ボタンをクリックすると、名前変更実施メッセージが表

示されます：

3.5.3. エスカレーションツリー

エスカレーションツリーを管理する機能メニューです。「エスカレーションツリー」か「+」アイコ

ンをクリックするとアイコンが「－」に変わり、「ホストエスカレーションツリー」および「サービ

スエスカレーションツリー」が展開表示されます。

ここで、「ホストエスカレーションツリー」か「＋」アイコンをクリックすると、「新規追加」と「変

更」メニューが展開表示され、「変更」（「＋」アイコン）クリックすると登録されているホストエ

スカレーションツリー名一覧が展開されます。

また、「サービスエスカレーションツリー」か「＋」アイコンをクリックすると、「新規追加」と「変

更」メニューが展開表示され、「変更」（「＋」アイコン）クリックすると登録されているサービス

エスカレーションツリー名一覧が展開されます。

展開表示は、再度同じメニューか、「－」アイコンをクリックすると閉じます。
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1) ホストエスカレーションツリー

a) 新規追加

「ホストエスカレーションツリー」の「新規追加」機能メニューをクリックすると、右フレー

ムに「ホストエスカレーションツリー」追加画面が表示されます：

 　　　　

「エスカレーションツリー名」を入力して、「追加」ボタンをクリックすると、下図の

「ホストエスカレーションツリー」設定画面が表示されます。

この画面で新規追加したホストエスカレーションツリー情報を編集します。

ホストエスカレーションツリー設定画面には、「詳細」、「ホストグループ割り当て」および

「ホスト割り当て」の３つのタブがあり、それぞれの画面で必要な設定を行ないます。

1 詳細

ホストエスカレーションツリーの詳細画面では、エスカレーションツリーへのエスカレ

ーション登録を行ないます。
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エスカレーションを追加するには、エスカレーション欄の選択ボックスに表示されてい

るホストエスカレーションをクリックして選択（変転表示）し、「エスカレーション追

加」ボタンをクリックします。

下図のような「コンタクトグループの割り当て」ページが表示されます。

ここで、先に選択した（エスカレーション欄に表示されている）エスカレーションに割

り当てたいコンタクトグループを指定します。

コンタクトグループを割り当てるには、「コンタクトグループ」欄の右側選択ボックスに

表示されているコンタクトグループ名一覧から適切なコンタクトグループをクリック

で選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリックします。コンタクトグループの割り

当てを解除するには、左側選択ボックスに表示されているコンタクトグループ名をクリ

ックで選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。設定したデータを保存

するために「保存」ボタンをクリックして「詳細」ページに戻ります。

割り当てられたエスカレーションが表示されます。（下図）

このエスカレーションの情報を管理するため、割り当てエスカレーション欄内の

「コンタクトグループの変更」と「エスカレーション削除」を使用します。
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「コンタクトグループの変更」をクリックすると前述の「コンタクトグループの割り当

て」ページが表示されますので、前述のような方法で変更をし、「保存」します。

「エスカレーション削除」をクリックすると、割り当てエスカレーション欄からそのエ

スカレーションが削除されます。

エスカレーションツリーの「詳細」画面には、「削除」、「名前を変更」と「閉じる」

ボタンがあります。

[削除]
エスカレーションツリーを削除するために「削除」ボタンをクリックすると、

下図の削除確認画面が表示されます： 

「はい」ボタンをクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。

[名前を変更]
「名前を変更」ボタンをクリックすると、下図の名前変更画面が表示されます：

変更名を入力し、「名前を変更」ボタンをクリックすると、名前変更実施メッセージが表

示されます：

2 ホストグループの割り当て

ホストエスカレーションツリーの「ホストグループ割り当て」ページ画面では、エスカレ
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ーションツリーのホストグループへの割り当てを行ないます。

ここで登録すると、ホストグループのメンバーホストに対してこのエスカレーションツ

リーがデフォルトのエスカレーションツリーになります。

ホストグループを割り当てるには、「ホストグループ」欄の右側選択ボックスに表示され

ているホストグループ名一覧から適切なホストグループをクリックで選択（反転表

示）して「<<追加」ボタンをクリックします。ホストグループの割り当てを解除するには、

左側選択ボックスに表示されているホストグループ名をクリックで選択（反転表示）

して「削除>>」ボタンをクリックします。

設定したデータを保存するために「保存」ボタンをクリックすると、下図の保存実施メッ

セージが表示されます。

3 ホストの割り当て

ホストエスカレーションツリーの「ホスト割り当て」ページ画面では、エスカレーション

ツリーのホストへの割り当てを行ないます。

ホストを割り当てるには、「ホスト」欄の右側選択ボックスに表示されているホスト名一
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覧から適切なホストをクリックで選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリックし

ます。ホストの割り当てを解除するには、左側選択ボックスに表示されているホスト名

をクリックで選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。

設定したデータを保存するために「保存」ボタンをクリックすると、下図の保存実施メッ

セージが表示されます。

b) 変更

「ホストエスカレーションツリー」の「変更」機能メニューをクリックし、表示されたホスト

エスカレーションツリー名をクリックすると、「ホストエスカレーションツリー」設定画面

が表示されます。この画面は前述した「ホストエスカレーションツリー」設定画面と同じで

す。操作については、a)「新規追加」を参照してください。

2) サービスエスカレーションツリー

a) 新規追加

「サービスエスカレーションツリー」の「新規追加」機能メニューをクリックすると、右フレー

ムに「サービスエスカレーションツリー」追加画面が表示されます：

「エスカレーションツリー名」を入力して、「追加」ボタンをクリックすると、下図の

「サービスエスカレーションツリー」設定画面が表示されます。

この画面で新規追加したサービスエスカレーションツリー情報を編集します。

サービスエスカレーションツリー設定画面には、「詳細」、「ホストグループ割り当て」、「ホス
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ト割り当て」、「サービスグループ割り当て」および「サービス割り当て」の５つのタブがあり、

それぞれの画面で必要な設定を行ないます。

1 詳細

サービスエスカレーションツリーの詳細画面では、エスカレーションツリーへのエスカ

レーション登録を行ないます。エスカレーションを追加するには、エスカレーション欄

の選択ボックスに表示されているサービスエスカレーションをクリックして選択（変

転表示）し、「エスカレーション追加」ボタンをクリックします。

下図のような「コンタクトグループの割り当て」ページが表示されます。

ここで、先に選択した（エスカレーション欄に表示されている）エスカレーションに割

り当てたいコンタクトグループを指定します。

コンタクトグループを割り当てるには、「コンタクトグループ」欄の右側選択ボックスに

表示されているコンタクトグループ名一覧から適切なコンタクトグループをクリック

で選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリックします。コンタクトグループの割り

当てを解除するには、左側選択ボックスに表示されているコンタクトグループ名をクリ

ックで選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。設定したデータを保存

するために「保存」ボタンをクリックして「詳細」ページに戻ります。

割り当てられたエスカレーションが表示されます。（下図）
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このエスカレーションの情報を管理するため、割り当てエスカレーション欄内の

「コンタクトグループの変更」と「エスカレーション削除」を使用します。

「コンタクトグループの変更」をクリックすると前述の「コンタクトグループの割り当

て」ページが表示されますので、前述のような方法で変更をし、「保存」します。

「エスカレーション削除」をクリックすると、割り当てエスカレーション欄からそのエ

スカレーションが削除されます。

エスカレーションツリーの「詳細」画面には、「削除」、「名前を変更」と「閉じる」

ボタンがあります。

[削除]
エスカレーションツリーを削除するために「削除」ボタンをクリックすると、

下図の削除確認画面が表示されます： 

「はい」ボタンをクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。

[名前を変更]
「名前を変更」ボタンをクリックすると、下図の名前変更画面が表示されます：
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変更名を入力し、「名前を変更」ボタンをクリックすると、名前変更実施メッセージが表

示されます：

2 ホストグループの割り当て

サービスエスカレーションツリーの「ホストグループ割り当て」ページ画面では、エスカ

レーションツリーのホストグループへの割り当てを行ないます。

ここで登録すると、ホストグループのメンバーホストに対してこのエスカレーションツ

リーがデフォルトのエスカレーションツリーになります。

ホストグループを割り当てるには、「ホストグループ」欄の右側選択ボックスに表示され

ているホストグループ名一覧から適切なホストグループをクリックで選択（反転表

示）して「<<追加」ボタンをクリックします。ホストグループの割り当てを解除するには、

左側選択ボックスに表示されているホストグループ名をクリックで選択（反転表示）

して「削除>>」ボタンをクリックします。

設定したデータを保存するために「保存」ボタンをクリックすると、下図の保存実施メッ

セージが表示されます。

3 ホストの割り当て

サービスエスカレーションツリーの「ホスト割り当て」ページ画面では、エスカレーショ

ンツリーのホストへの割り当てを行ないます。
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ホストを割り当てるには、「ホスト」欄の右側選択ボックスに表示されているホスト名一

覧から適切なホストをクリックで選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリックし

ます。ホストの割り当てを解除するには、左側選択ボックスに表示されているホスト名

をクリックで選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。

設定したデータを保存するために「保存」ボタンをクリックすると、下図の保存実施メッ

セージが表示されます。

4 サービスグループの割り当て

サービスエスカレーションツリーの「サービスグループ割り当て」ページ画面では、エス

カレーションツリーのサービスグループへの割り当てを行ないます。

ここで登録すると、サービスグループのメンバーに対してこのエスカレーションツリー

がデフォルトのエスカレーションツリーになります。

サービスグループを割り当てるには、「サービスグループ」欄の右側選択ボックスに表示

されているサービスグループ名一覧から適切なサービスグループをクリックで選択

（反転表示）して「<<追加」ボタンをクリックします。サービスグループの割り当てを解
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除するには、左側選択ボックスに表示されているサービスグループ名をクリックで選択

（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。

設定したデータを保存するために「保存」ボタンをクリックすると、下図の保存実施メッ

セージが表示されます：

5 サービスの割り当て

サービスエスカレーションツリーの「サービス割り当て」ページ画面では、エスカレーシ

ョンツリーのサービスへの割り当てを行ないます。

ここで登録することにより、エスカレーションツリーがサービスに割り当てられます。

サービスを割り当てるには、「サービス」欄の右側選択ボックスに表示されているサービ

ス名一覧から適切なサービスをクリックで選択（反転表示）して「<<追加」ボタンをク

リックします。サービス割り当てを解除するには、左側選択ボックスに表示されている

サービス名をクリックで選択（反転表示）して「削除>>」ボタンをクリックします。

設定したデータを保存するために「保存」ボタンをクリックすると、下図の保存実施メッ

セージが表示されます：

b) 変更
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「サービスエスカレーションツリー」の「変更」機能メニューをクリックして表示されたサー

ビスエスカレーションツリー名をクリックすると、「サービスエスカレーションツリー」設

定画面が表示されます。この画面は前述した「サービスエスカレーションツリー」設定画面

と同じです。操作については、a)「新規追加」を参照してください。
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3.6. コマンド

コンフィグレーションの「コマンド」サブメニューをクリックすると、コマンド（Commands）設定

画面が開きます(下図)：

コマンドとは GWM／Nagios が監視を実施する際に実行するプログラム（いわゆるプラグイン）

およびそれらの実行パラメータを登録した情報のことで、「サービス」の「チェックコマンド」に該当

します。

　3.6.1. コマンド設定画面の機能メニュー

コマンド設定画面は左右のフレームに分かれており、左フレームに設定のための機能選択がで

きる下記のアイコンが表示されています。

• 新規　：　コンタクトを追加登録する

• 複製　：　既存コンタクトを複製し、新しいコマンドを作る

• 変更　：　既存コマンドの設定を変更する

コマンド機能の「新規」メニューをクリックすると新規追加画面が開きます。 

「複製」および「変更」かそれらの「＋」アイコンをクリックするとアイコンが「－」に変わり、登録さ

れているコマンドの一覧が展開表示されます。「－」アイコンをクリックすると開いた一覧メニュ

ーが閉じます

Ⓒ株式会社プレセンチア　　　　　　　　　　　　　　　　 108



GWMCE の使い方（応用編：コンフィグレーション） 
 

　3.6.2. 機能メニューの操作

1） 新規

「新規追加」機能メニューをクリックすると、右フレームに「コマンドウィザード」画面が表示さ

れます：

　　この画面で、最初にコマンドで使用するプラグイン（コマンドやスクリプト）があるディレク

トリを値にもつリソースマクロを選択します。

通常は USER1（値：/usr/local/groundwork/nagios/libexec）です。（カスタムコマンドを使

用する場合は、異なるかもしれませんが、ここでは USER1 を使用します。）

マクロ USER1 の左のラジオボタンをクリック（チェック）すると、表示が変わりプラグイン

選択ボックスが現れます：

プラグイン選択ボックスの▼をクリックすると、USER1 の指し示すディレクトリ内にあるコ

マンドやスクリプトがアルファベット順に表示されます：
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表示されたコマンド等の中からプラグインをクリックして選択し、画面底部の「次へ>>」ボタ

ンをクリックすると、「コマンドウィザード」のコマンド設定画面が表示されます：

ここで「コマンド名」、「タイプ」および「コマンドライン」を登録します。

コマンド名は任意の文字列です。

タイプには、check（チェックコマンド）、notify（通知コマンド）と other（その他）があり

ます。監視用のコマンドであれば check、通知で使用するメールコマンドは notify を指定しま

す。（other の例は、性能データ収集コマンドです。）

コマンドライン欄にはマクロの設定やプラグイン指定した内容が自動的に設定されますが、

コマンドラインに引数が必要な場合、ここで編集する必要があります。（前画面で指定を行な

わず「次へ>>」ボタンをクリックした場合は、すべてを手入力する必要があります））

コマンド登録情報の設定が終了したら、登録したコマンドが正常に動作するかどうかをテスト

することができます（必ず実施しなければならない訳ではありませんが、推奨します。）

［テスト実施例］

　　前提条件

コマンド名：New_http_check、タイプ：check で、プラグインコマンド：check_http を
使用し、下記のコマンドラインを入力：

$USER1/check_http –H $HOSTADDRESS$ -w $ARG1$ -c $ARG2$

$HOSTADDRESS$ は、テスト欄の「ホスト：localhost」指定のアドレス127.0.0.1

$ARG1$ は警報(Warning)閾値、$ARG2$ は異常(Critical)閾値。
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テスト実施

テスト欄の引数にARG1$と$ARG2$の値を「！」で区切って入力します。

入力文字列例　：　10!5　

（応答10秒以上でWaring、5秒以上でクリティカル）

　　　　　　　「テスト」ボタンをクリックするとしばらくして下図のような実行結果が表示されます。

登録、テストが終了したら、保存するために「追加」ボタンをクリックします。

下図のような保存メッセージが表示されます。

　

2） 複製

「複製」機能メニューをクリックし、一覧表示されたコマンドを選んでクリックすると、右フレ

ームに「コマンドウィザード」画面が表示されます：

この画面では、「コピー元ファイル」で複製したコマンド名を表示し、新しいコマンド名として

「Copy-of-」を付けた仮の名前が、他の項目には指定したコマンドと同じ内容が入っています。

設定とテストの仕方は 1)新規追加のコマンド設定画面にと同じです。

必要な修正を実施して「追加」ボタンをクリックすると、保存メッセージが表示されます。
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3） 変更

「変更」機能メニューをクリック、一覧表示されたコマンドを選んでクリックすると、右フレー

ムに「コマンドウィザード」画面が表示されます：

この画面では、コマンド名以外の項目が 1)新規追加のコマンド設定画面と同様に編集できま

す。この画面には、「保存」、「名前を変更」、「削除」と「キャンセル」ボタンがあります。

下記にそれぞれのボタンをクリックした際の操作を説明します。

[保存]
必要な修正を行なって「保存」ボタンをクリックすると保存メッセージが表示されます。

 [名前を変更]
「名前を変更」ボタンをクリックすると名前変更画面が表示されます：

変更名を入力し、「名前を変更」ボタンをクリックすると、名前変更実施メッセージが表示

されます：

[削除]
「削除」ボタンをクリックすると、下図の削除確認画面が表示されます： 

「はい」ボタンをクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。
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3.7. 時間帯

コンフィグレーションの「時間帯」サブメニューをクリックすると、時間帯（Time Periods）設定画

面が開きます(下図)：

時間帯とは GWM／Nagios が通知などを実施する際に参照する情報で、指定された時間帯にのみ

通知を行なったり、通知先を変えたりする指定が可能です。

　3.7.1. 時間帯設定画面の機能メニュー

時間帯設定画面は左右のフレームに分かれており、左フレームに設定のための機能選択ができ

る下記のアイコンが表示されています。

• 新規　：　時間帯を追加登録する

• 複製　：　既存の時間帯を複製し、新しいコマンドを作る

• 変更　：　既存の時間帯設定を変更する

時間帯機能の「新規」メニューをクリックすると新規追加画面が開きます。「複製」および「変更」か

それらの「＋」アイコンをクリックするとアイコンが「－」に変わり、登録されているコマンドの一

覧が展開表示されます。「－」アイコンをクリックすると開いた一覧メニューが閉じます。

3.7.2. 機能メニューの操作
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1） 新規

「新規追加」機能メニューをクリックすると右フレームに「新規時間帯」画面が表示されます：

「時間帯名」、「エイリアス」と「説明」欄に入力し、「作成」ボタンをクリックすると、下図の「時間

帯の編集」画面が表示されます：

この画面には先の画面で入力した情報の表示に加え、ウィークデー（日～土）の時間帯指定欄、

例外日指定欄、除外時間帯指定欄があり、それらを使用してきめ細かい時間帯指定をすること
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が出来ます。

以下に、各欄での設定操作について説明します。

a) ウィークデー時間帯設定

ウィークデー設定では、毎週の日曜(Sunday)から土曜（Saturday）の時間帯を設定します。

当初は、下図の表示のように指定なし（None defined）状態です。

まず、時間帯の追加したい曜日を選択して追加ボタンをクリックします。 指定した曜日が

リストに追加されます（例では日曜：Sunday を指定）。

この操作を繰り返し必要な曜日を追加します。（下図のようになります。）

追加した各行について必要な編集をします。

「時間」カラムは指定した曜日ごとに時刻設定です。

HH:MM-HH:MM の形式で入力します（HH は 00～23、MM は 00～59 で指定）。

「説明」カラムは、時刻設定のコメントで、入力は任意です。

各行の「remove」をクリックするその行がリストから削除されます。

b) 例外設定
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例外設定は特定日（デイルール）を指定しての時刻の設定を行ないます。デイルールの表

記や設定の仕方については「例外（高度な設定）」欄の中で詳しく説明があります。

例外設定を行なうには、欄の下部の「デイルール」入力欄にデイルールの文字列を入力し、

「追加」ボタンをクリックします。

下図に 12 月 31 日と 1 月 1 日を指定した例を示します。各例外日の行の「時間」カラムで時

刻を編集し、「説明」にコメントを入力してください。

デイルールを削除するには、該当行の削除(remove)ボタンをクリックしてください。

c) 除外指定

あらかじめ設定されている時間帯名を指定して、その時間帯で設定されている時間は除外

するという指定が可能です。これは時間帯毎に通知先を分ける場合などに、指定されない時

刻の発生や重複を避けるのに便利な設定です。

除外設定をするには、除外欄にリスト表示されている時間帯のチェックボックスにチェッ

クを入れてください。

d) 操作ボタン

この画面には「保存」、「名前を変更」、「削除」と「閉じる」ボタンがあります。

下記にそれぞれのボタンをクリックした際の操作を説明します。

[保存]
「保存」ボタンをクリックすると、それまでの編集を保存し、メッセージが表示されます。

[名前を変更]
「名前を変更」ボタンをクリックすると名前変更画面が表示されます： 
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変更名を入力し「名前を変更」ボタンをクリックすると、変更メッセージが表示されます：

[削除]
「削除」ボタンをクリックすると、下図の削除確認画面が表示されます：

「はい」ボタンをクリックすると、削除実施メッセージが表示されます。

2） 複製

「複製」機能メニューをクリックし、表示された時間帯名をクリックすると、右フレームに「時

間帯の複製」画面が表示されます（下図）：

新しい時間帯名には「Copy-of-」を付けた仮の名前が入り、他の項目には指定した時間帯マン

ドと同じ内容が入っています。必要な修正を実施して「追加」ボタンをクリックすると、1) 新
規追加と同じ「時間帯の編集」画面が表示されますので、必要な編集を実施し保存してくださ

い。設定操作については、1)を参照してください。

3） 変更

「変更」機能メニューをクリックし、表示された時間帯名をクリックすると、右フレームに「時

間帯の複製」画面が表示され、選択した時間帯の情報が表示されます。

必要な編集を実施し保存してください。設定操作については、1)を参照してください。
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3.8. グループ

コンフィグレーションの「グループ」サブメニューをクリックするとグループ設定画面が開きま

す：

　

グループは、複数のサーバを使用して GWM／Nagios 監視システムを構築する場合に使用する機

能です。たとえば、コンフィグレーションで登録した多数のホストをグループに分け、異なる監視サ

ーバごとの Nagios 設定ファイルを作成（インスタンス構築）することができますし、グループ毎

に設定情報（.cfg ファイル）をエキスポートすることもできます。

この機能は、とりわけ GroundWork Monitor Enterprise で提供される Windows 監視サブシステ

ム（WMI プロキシ）を実装する場合には重要です。

グループ設定画面の左フレームには、下記の機能選択メニューアイコンが表示されています：

• 新規　：　新しくグループを登録する

• グループ　：　グループへのホスト振り分け、インスタンス構築などを行なう

• マクロ　：　グループマクロの定義

• インスタンスの構築：　グループインスタンスをまとめて構築する

グループ機能は、V6 以降における GWM／Nagios 監視システムの強力な機能ですが、500 サーバ

程度までの比較的小規模な監視の場合や WMI プロキシサーバーを持たない GroundWork 
Monitor Community の場合では使用する頻度は少ないと思われます。

使用方法など詳しくは Bookshelf を読むか、GroundWork Enterprise を購入いただいた上で

GroundWork サポートにお問い合わせください。
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3.9. コントロール

コンフィグレーションの「コントロール」サブメニューをクリックすると、コントロール

（Control）画面が開きます：

コントロールは、コンフィグレーション自体の設定や Nagios環境（マクロ設定を含む）と GMW
の監視実施環境の構築を行なう機能を提供します。

また、Nagios 設定ファイルから GWMデータベースを作成する機能（ロード）機能も有します。

コントロールの機能メニューは７つ（外部設定有効時は８つ）ありますが、通常使用するのは、

プリフライトテストとコミットだけだと思われます。他の機能については簡単に説明しますが、

詳しくは Bookshelf か上級編/GWM TIPS を参照してください。

　3.9.1. コントロール画面の機能メニュー

コントロール画面の左フレームには、下記のアイコンが表示されています

• セットアップ　：　GWM の設定・表示を行なう（設定は、外部設定有効化のみ）

• Nagios CGI 設定　：　Nagios CGI の表示と設定を行なう

• Nagios メイン設定　：　Nagios のメイン設定と表示と管理を行なう

• Nagios リソースマクロ　：　Nagios リソースマクロの表示と管理を行なう

• ロード　：　　Nagios 構成ファイルをロードする

• プリフライトチェック　：　GWMデータベースを実施前にチェックを行なう

• コミット　：　GWMデータベースを監視実行環境に展開し、DB 設定を有効化する

3.9.2. セットアップ

GWM の設定・表示を行なう機能メニューです。「セットアップ」をクリックすると下図の様な「セ

ットアップ」画面が表示されます。

Ⓒ株式会社プレセンチア　　　　　　　　　　　　　　　　 119



GWMCE の使い方（応用編：コンフィグレーション） 
 

この画面では、GWM と Nagios のバージョンやディレクトリ情報が表示され、外部設定の有効化

をコントロールします。

外部設定は、GWM をカスタマイズし Nagios 以外の監視ツールを稼動させる場合に使用する設

定で、有効化するにはチェックボックスをチェックして「保存」ボタンをクリックします。

これにより、外部設定の定義および追加と実行が行なえるようになります。

(有効化すると、コントロールに「外部実行」機能メニュ、ホストとサービスに「外部設定」機能メニ

ューが追加されます)

外部設定について詳しくは、Bookshelf か TIPS を参照してください。

3.9.3. Nagios CGI 設定

Nagios CGI ための設定を行なう機能メニューです。「Nagios CGI 設定」をクリックすると下図の

「Nagios CGI 設定　ページ１」画面が表示されます。（設定ページは 2 ページあります）
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3.9.4. Nagios メイン設定

Nagios のためのメイン設定を行なう機能メニューです。「Nagios メイン設定」をクリックすると

下図の「Nagios メイン設定　ページ１」画面が表示されます（設定ページは４ページあり、長大

です）。通常は変更する必要はありません（不用意に変更すると問題が発生する可能性がありま

す）が、設定を行なう場合は Nagios 関連のドキュメントか、Bookshelf を参照して注意して行な

ってください。

　注：「通知の有効化」のチェックボックスについて：

GWM は、初期状態（デフォルト）では通知を行なわないように設定しています。これはイン

ストール時のデフォルトとなっている通知先（コンタクトやその他の通知）設定が現実に存

在しない場合、正しくない送付先にメールを送らないようにするためだと考えられます。

インストール後、監視設定を行なって正しくコンタクト情報や GWM自体の問題発生時のメ

ール送付先を設定できたら、通知を有効化する必要があります。（ここで有効化していなけれ

ば、他の設定を行なっていてもメールが送出されません）

設定を実施したら、「保存して次へ」ボタンをクリックします。

「Nagios メイン設定　ページ２」が表示されます：
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設定を実施したら、「保存して次へ」ボタンをクリックします。

「Nagios メイン設定　ページ３」が表示されます：
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設定を実施したら、「保存して次へ」ボタンをクリックします。

「Nagios メイン設定　ページ４」が表示されます：

設定を実施したら、「保存して終了」ボタンをクリックすると保存メッセージが表示されます：
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3.9.5. Nagios リソースマクロ

Nagios のリソースマクロ設定を行なう機能メニューです。

Nagios では USER1 から USER32 までのマクロが設定でき、それぞれプラグインが保存された

ディレクトリや共通的な引数を指定できるようになっています。下図で「値」と「説明」があるマク

ロは使用中か予約されているマクロであり、残り 20ほどがカスタム使用可能です。

「Nagios リソースマクロ」をクリックすると下図の「Nagios リソースマクロ」画面が表示されます。

Nagios リソースマクロを設定するためマクロ名の左側のラジオボタンをクリックすると、下図の

ように上部にマクロ名の値（Value）と説明入力欄が開きます。

（図は USER5 のラジオボタンをクリックした状態です。）

マクロに設定値を入力し、更新（Update）ボタンをクリックすると値がセットされます。
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Nagios リソースマクロの設定と使い方について詳しくは Nagios 関連のドキュメントか 、

Bookshelf を参照してください。

3.9.6. ロード

Nagios 構成ファイルなどから GWM 設定データベースを作成するための機能です。この機能は

Nagios から GWMへの移行などに便利な機能ですが、使い方によりデータベース破壊が発生し

ますので、使用の際は細心の注意とバックアップ実施が必要です。

「ロード」をクリックすると下図の「Nagios 設定のロード」確認画面が表示されます。

ここでは、必ず「バックアップ」ボタンをクリックしてください。

下図のバックアップ実施メッセージが表示されます。

「ロード」ボタンをクリックすると、ロードオプションの選択画面が表示されます：

画面表示の説明や Bookshelf を参照して、適切なオプションを選んでラジオボタンをクリックし

ます。「ロード」ボタンをクリックするとロード処理が開始され、処理ステータスが表示されます。

ステータス（Status）欄が Finished になるまで待ってください。（途中で別機能を使用すると、
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処理が中断しデータベースが壊れる可能性があります）。

3.9.7. リフライトチェック

GWM で行なったデータベース設定を稼働環境に適用して監視を開始する前に行なうチェック

（プリフライトチェック：飛行前点検）機能です。

プリフライトチェックではテスト環境内に Nagios 構成ファイルを作成して、プリフライトチェ

ックを実施しますので、実際の Nagios稼動には影響を及ぼさないでチェックができます。

不十分な登録情報でコミットを実施すると、Nagios 起動エラーによって監視ができなくなる危険

性がありますので、必ずプリフライトチェックを実施してください。

「プリフライトチェック」をクリックすると、テストが開始されます：

しばらくすると、プリフライトテストの実行結果が表示されます。
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画面下部の Total Warnings: と Total Errors: が０であることを確認してください。

何らかのチェックエラーがあった場合は、結果欄に赤文字で、問題点が表示されますので、

表示にしたがって問題点を点検、修正してください。

3.9.8. コミット

GWM 監視設定データベース：Monarch に登録された情報を元に Nagios 構成ファイルを作成、

監視データベース：CollageDB 登録等を実施し、新しい設定での監視を開始する機能です。

「コミット」機能メニューをクリックすると、下記のメッセージ画面が表示されます。

　　　　 

表示されているように、バックアップは重要ですので、必ず「バックアップ」ボタンをクリックし

て、現行の環境をバックアップしてください。

　　　　 

バックアップが完了すると、バックアップファイルのパスが表示されますので、記録しておくこ

とをお勧めします。次に「コミット」ボタンをクリックし。

コミット実施中の画面が表示され、しばらく待つと、コミット実行結果が表示されます。

　　　　　

結果表示が「Success」であれば、コミット終了です。「閉じる」をクリックします。
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［コミット実施状況確認］

最下部の二行が下記のようになっているのを確認します。

Good. Changes accepted by Nagios.

Synchronization with Foundation completed successfully. Changes were required.

　　　　　　　

上記の確認ができない場合は何らかの問題が発生していますので、結果表示内メッセージ

を確認して必要な対処を実施してください。
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3.10. ツール

コンフィグレーションの「ツール」サブメニューをクリックすると、ツール（Tools）画面が開きま

す(下図)：

ここでは、GWM 監視設定データベースを Nagios 構成ファイルに出力したり、ホストやサービスを

まとめて削除したりすることができます。

　3.10.1. ツール画面の機能メニュー

ツール画面は左右のフレームに分かれており、左フレームに設定のための機能選択ができる下

記のアイコンが表示されています。

1） エクスポート　　　：　GWM 監視設定データベースを Nagios 構成ファイルに出力する

2） ホスト削除ツール　：　ホストを一括削除する

3） サービス削除ツール：　サービスを指定して、使用しているホストから一括削除する

　3.10.2. エクスポート

GWM 監視設定データベース：Monarch から Nagios 構成（.cfg）ファイルを作成し、出力する機

能メニューです。

「エクスポート」をクリックするとファイルを作成し、下図の様に出力先ファイルの一覧を表示し

ます。

出力先ファイルの一覧からファイルを選んでクリックすると、内容が表示されます。

表示された一覧からファイルを選んでクリックすると、ファイル内容を参照することができます。

ファイル名をクリックすると行番号付き、(plain)をクリックすると行番号なしで表示されます。
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ファイル名をクリック指定：cgi.cfg の例

（plain）をクリック：cgi.cfg の例

　3.10.3. ホストの削除ツール

ホストを一括して削除するためのツールです。

「ホストの削除ツール」をクリックすると、下図の様な削除ホスト選択の画面が表示されます。

ここで、ホスト選択（Select hosts）選択ボックスの▼をクリックして、表示されたホスト名文字

列の一部を選ぶと、その文字列を含むホスト名の一覧が表示されます：

一覧の中から削除したいホスト名のチェックボックスにチェックを入れ、「削除」ボタンをクリッ

クすると、ホストがリストから削除されます。

多くのホストが表示された場合、選択チェックスルのは大変なので、「すべてチェック」や「すべて

チェックを外す」ボタンを使用して効率的に操作することができます。
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　3.10.4. サービスの削除ツール

サービスを指定し、そのサービスを使用しているホストからサービスを一括して削除するための

ツールです。（注：サービスそのものを削除する訳ではありません）

「サービスの削除ツール」をクリックすると、下図の様なサービス選択の画面が表示されます。

ここで、「サービスの選択」選択ボックスの▼をクリックし、削除するサービス名を選択します。

選択すると、そのサービスを割り当てられているホストの一覧が表示されます。

サービス割当を削除したいホストについて、左側のチェックボックスにチェックを入れて、

「削除」ボタンをクリックすると、リストからそのホストが消えます。

（このとき、チェックしたホストから選択したサービスが削除されています。）

多くのホストが表示された場合、選択チェックスルのは大変なので、「すべてチェック」や「すべて

チェックを外す」ボタンを使用して効率的に操作することができます。
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3.11. パフォーマンス

コンフィグレーションの「パフォーマンス」サブメニューをクリックすると、下図のようなパフォー

マンス設定管理画面が開きます：

この画面にはパフォーマンス設定されたすべてエントリーがアルファベット順で表示されており、

右側のスライドバーを操作して表示を移動することで全エントリーを参照することができます。

パフォーマンス設定管理画面は RRDTool を使用した監視結果の性能データ処理のための設定で 、

RRDデータベース作成や Nagios やステータスでのパフォーマンスグラフ表示で使用されます。

パフォーマンス設定管理の各項目設定の仕方や内容について詳しくは Bookshelf などを参照して

ください。

以下に、パフォーマンス設定管理画面での操作について説明します：

1） 新規作成

「新規作成」ボタンをクリックすると新規のパフォーマンス設定画面が表示されます：
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各空欄に必要な設定情報を入力して「追加」ボタンをクリックすると、追加メッセージが表示

されます：

「続行」ボタンをクリックするとパフォーマンス設定の一覧画面に戻ります。

2） すべてをエクスポート

「すべてをエクスポート」ボタンをクリックすると、すべての登録済パフォーマンス設定

を/tmpディレクトリの下の XML ファイルに出力し、下図のようなメッセージが表示されま

す：

これらのエクスポートされた XML ファイルは、別の GWM システムにインポートすること

でパフォーマンスグラフ設定を再利用することができます。

インポートの仕方については、Bookshelf を参照してください。

3） エントリー選択

エントリー選択ボックスの▼をクリックすると、登録済パフォーマンス設定の一覧が表示

（下図参照）され、表示する設定を選ぶことができます。

選択すると、一つのグラフエントリーのみが表示されます。
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選択表示されたエントリーについて「変更」、「コピー」、「削除」と「エクスポート」ボタンがあ

ります。以下にそれぞれのボタンについての操作を説明します：

a) 変更
「変更」ボタンをクリックすると、下図のように設定項目欄が編集できるようになります。

必要な編集を実施し「アップデート」ボタンをクリックすると、下図のようなメッセージが

表示されます。

「続行」ボタンをクリックすると、パフォーマンス設定の一覧画面に戻ります。

b) コピー

「コピー」ボタンをクリックすると、コピー元の設定項目の編集画面になります。
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ここで必要な修正を実施します。

（注意：表示されている情報はすべてコピー元と同じです。最低限「サービス名」欄は変更

し、他と異なる名称にする必要があります。）

「コピー作成」ボタンをクリックするとコピーされた新しい設定が登録され、下図のような

メッセージが表示されます。

「続行」ボタンをクリックすると、パフォーマンス設定の一覧画面に戻ります。

c) 削除

「削除」ボタンをクリックすると設定項目は削除され。削除メッセージが表示されます。

「続行」ボタンをクリックすると、パフォーマンス設定の一覧画面に戻ります。

d) エクスポート

「エクスポート」ボタンをクリックすると下図のようなエクスポートファイル名を指定す

る画面が表示されます。
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必要ならば、エクスポートファイル名欄を変更し、「エクスポート」ボタンをクリックする

と XML ファイルに出力され、下図のような XML 表示画面が表示されます。

　

「リストに戻る」ボタンをクリックすると、パフォーマンス設定の一覧画面に戻ります。
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